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令和６年第１回上富田町議会定例会会議録 

（第１日） 

○開会期日  令和６年２月２９日午前８時５８分 

─────────────────────────────────────────── 

○会議の場所  上富田町議会議事堂 

─────────────────────────────────────────── 

○当日の議員の出欠は次のとおり 

 出席議員（１０名） 

      １番  井 渓 港 斗        ２番  栗 田 八 郎 

      ４番  大 石 哲 雄        ５番  山 本 哲 也 

      ６番  正 垣 耕 平        ７番  家根谷 美智子 

      ８番  中 井 照 恵        ９番  吉 本 和 広 

     １０番  谷 端   清       １１番  松 井 孝 恵 

─────────────────────────────────────────── 

 欠席議員（２名） 

      ３番  平 田 美 穗       １２番  樫 木 正 行 

─────────────────────────────────────────── 

○出席した事務局職員は次のとおり 

事 務 局 長  樫 山 裕 子  副 局 長   小 倉 一 仁 

─────────────────────────────────────────── 

○地方自治法第１２１条による出席者は次のとおり 

町 長 奥 田   誠  副 町 長 山 本 敏 章 

教 育 長 宮 内 一 裕  会 計 管 理 者 

（会計課長） 
笠 松 昭 宏 

総 務 課 長 十 河 貴 子  総務課副課長 目 良 大 敏 

振 興 課 長 平 尾 好 孝  振興課副課長 山 根 康 生 

税 務 課 長 芝   健 治  住 民 課 長 瀬 田 和 哉 

住民課副課長 芦 口 正 史  福 祉 課 長 木 村 陽 子 

福祉課副課長 平 岩   晃  福祉課副課長 坂 本 真理子 

長 寿 課 長 宮 本 真 里  建 設 課 長 栗 田 信 孝 

建設課副課長 谷 本 和 久  上下水道課長 谷 本   誠 
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上 下 水 道 課 

副 課 長 
陸 平 将 史  教 育 委 員 会 

事 務 局 長 
三 浦   誠 

教 育 委 員 会 

事務局副局長 
吉 田 忠 弘 

 教 育 委 員 会 

事 務 局 学 校 

給食センター 

所 長 

前 芝 由 希 

 

─────────────────────────────────────────── 

○本日の会議に付した事件 

  日程第 １ 会議録署名議員の指名について 

  日程第 ２ 会期の決定について 

  日程第 ３ 諸般の報告 

  日程第 ４ 報告第 １号 地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例 

               の整理に関する条例 

  日程第 ５ 議案第 ３号 上富田町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する 

               条例 

  日程第 ６ 議案第 ４号 上富田町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する 

               条例等の一部を改正する条例 

  日程第 ７ 議案第 ５号 上富田町行政手続における特定の個人を識別するための 

               番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び 

               特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例 

  日程第 ８ 議案第 ６号 上富田町報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条例 

  日程第 ９ 議案第 ７号 職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例 

  日程第１０ 議案第 ８号 上富田町人権尊重のまちづくり条例 

  日程第１１ 議案第 ９号 上富田町体育施設の設置及び管理に関する条例の一部を 

               改正する条例 

  日程第１２ 議案第１０号 上富田町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 

  日程第１３ 議案第１１号 上富田町督促手数料廃止に伴う関係条例の整備に関する 

               条例 

  日程第１４ 議案第１２号 上富田町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改 

               正する条例 

  日程第１５ 議案第１３号 上富田町印鑑条例の一部を改正する条例 

  日程第１６ 議案第１４号 上富田町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関す 

               る基準を定める条例の全部を改正する条例 

  日程第１７ 議案第１５号 上富田町営住宅管理条例の一部を改正する条例 
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  日程第１８ 議案第１６号 上富田町介護保険条例の一部を改正する条例 

  日程第１９ 議案第１７号 上富田町高齢者憩の家設置及び管理に関する条例の一部 

               を改正する条例 

  日程第２０ 議案第１８号 上富田町権利擁護支援推進協議会設置条例 

  日程第２１ 議案第１９号 紀南地方老人福祉施設組合規約の変更に関する協議につ 

               いて 

  日程第２２ 議案第２０号 令和５年度上富田町一般会計補正予算（第８号） 

  日程第２３ 議案第２１号 令和５年度上富田町特別会計国民健康保険事業補正予算 

               （第３号） 

  日程第２４ 議案第２２号 令和５年度上富田町特別会計後期高齢者医療補正予算 

               （第２号） 

  日程第２５ 議案第２３号 令和５年度上富田町特別会計介護保険補正予算（第３ 

               号） 

  日程第２６ 議案第２４号 令和５年度上富田町特別会計宅地造成事業補正予算 

               （第３号） 

  日程第２７ 議案第２５号 令和５年度上富田町特別会計奨学事業補正予算（第１ 

               号） 

  日程第２８ 議案第２６号 令和６年度上富田町一般会計予算 

  日程第２９ 議案第２７号 令和６年度上富田町特別会計国民健康保険事業予算 

  日程第３０ 議案第２８号 令和６年度上富田町特別会計後期高齢者医療予算 

  日程第３１ 議案第２９号 令和６年度上富田町特別会計介護保険予算 

  日程第３２ 議案第３０号 令和６年度上富田町特別会計宅地造成事業予算 

  日程第３３ 議案第３１号 令和６年度上富田町特別会計奨学事業予算 

  日程第３４ 議案第３２号 令和６年度上富田町特別会計朝来財産区予算 

  日程第３５ 議案第３３号 令和６年度上富田町水道事業会計予算 

  日程第３６ 議案第３４号 令和６年度上富田町下水道事業会計予算 

  日程第３７ 議案第３５号 物品購入変更契約の締結について（令和５年度 第１号 

               非常備消防事業 消防ポンプ自動車購入） 

  日程第３８ 議案第３６号 町道路線の認定について 

  日程第３９ 議案第３７号 町道路線の変更について 
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△開  会  午前８時５８分 

○議長（大石哲雄） 

  皆さん、おはようございます。 

  令和６年第１回定例会を開会するに当たりまして、議員各位のご出席をいただき、開

会できますことを厚く御礼を申し上げます。 

  ただいまの出席議員は１０名であります。 

  平田議員、樫木議員からは欠席届が出ております。 

  定足数に達しておりますので、ただいまから令和６年第１回上富田町議会定例会を開

会いたします。 

  本日の議事日程は、お手元に配付したとおりでございます。 

  ここで暫時休憩をいたします。 

───────────── 

休憩 午前 ８時５９分 

───────────── 

再開 午前 ９時０４分 

───────────── 

○議長（大石哲雄） 

  再開します。 

  これより本日の会議を開きます。 

─────────────────────────────────────────── 

△日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（大石哲雄） 

  日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

  会議録署名議員は、会議規則第１１９条の規定により、議長において９番、吉本和広

君、１０番、谷端清君を指名いたします。 

─────────────────────────────────────────── 

△日程第２ 会期の決定 

○議長（大石哲雄） 

  日程第２ 会期の決定の件を議題といたします。 

  お諮りします。 

  本定例会の会期は、本日から３月２２日までの２３日間にしたいと思います。 

  これにご異議ございませんか。 

（｢異議なし」の声あり） 
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○議長（大石哲雄） 

  異議なしと認めます。 

  よって、会期は２３日間に決しました。 

─────────────────────────────────────────── 

△日程第３ 諸般の報告 

○議長（大石哲雄） 

  日程第３ 諸般の報告をさせます。 

  事務局長。 

○事務局長（樫山裕子） 

  諸般の報告をいたします。 

  令和５年１２月定例会以降の議員活動並びに地方自治法第１２１条の規定により出席

要求した３月定例会の説明員については、お手元に配付しています。 

  また、本定例会までに提出のありました陳情書につきましては、写しをお手元に配付

しておりますのでお目通しください。 

  次に、本定例会の一般質問の通告の締切りにつきましては、本日２月２９日午後３時

までとなっていますので、質問内容を具体的に記入の上、通告されますようお願いいた

します。 

  以上で諸般の報告を終わります。 

○議長（大石哲雄） 

  これで諸般の報告を終わります。 

  町長より発言を求められておりますので、これを許可いたします。 

  町長、奥田君。 

○町長（奥田 誠） 

  皆さん、おはようございます。 

  本日、ここに令和６年第１回上富田町議会定例会を招集しましたところ、議員各位に

おかれましては、公私とも誠にお忙しい中ご参集を賜り、厚くお礼を申し上げます。平

素は町政発展のために格別のご尽力とご協力を賜り、重ねて感謝申し上げます。 

  さて、本定例会に提出し、ご審議をお願いします議案につきましては、専決処分の報

告１件、条例の制定２件、条例の全部改正１件、条例の一部改正１３件、規約の変更に

関する協議１件、令和５年度一般会計・特別会計補正予算６件、令和６年度一般会計・

特別会計予算９件、物品購入変更契約の締結について１件、町道路線の認定について１

件、町道路線の変更について１件の合計３６件であります。 

  なお、追加議案として、変更契約の締結について１件、人事案件３件を本定例会に提
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出させていただきます。 

  ここで、議案第８号 上富田町人権尊重のまちづくり条例について、制定の背景につ

いて説明させていただきます。 

  第５次上富田町総合計画をはじめ、昭和６３年に制定された上富田町民憲章の中に

「人権を尊重し、助けあって平和な福祉の町をつくります。」とし、町民が力を合わせ、

助け合って人権が尊重されるまちをつくることを定めています。 

  近年、全国的に情報化の進展や社会情勢の変化に伴い、特にインターネット上では悪

質な差別書き込みなどによる様々な差別事象が多発しているほか、人権侵害事件として

ドメスティックバイオレンスや児童虐待、障害者、高齢者への虐待などが発生しており

ます。また、災害時などにおける真実ではない情報の流布など、新たな問題が生じてい

ます。 

  このような状況を踏まえ、本町においては、町の責務として人権全般を取り巻く問題

の解決に向けた取組を行うとともに、町民一人一人は様々な人権問題を自分自身の問題

として捉え、正しく理解した上で不当な差別やあらゆる暴力を許さないという意思を持

ち、態度や行動で表していく必要があります。 

  ここに、長年にわたり人権尊重のまちづくりに取り組んできた町民としての誇りを持

って、一人一人が大切にされ、幸せを実感できるまちづくりにするとの決意の下、この

条例を制定したいと考えています。 

  次に、令和６年度一般会計予算案について概略を説明させていただきます。 

  令和６年度の一般会計当初予算は、前年度当初予算比で８億３，７００万円増の７８

億４，２００万円でございます。当初予算案としましては過去最高額だった昨年を更新

しています。 

  令和６年度の予算編成方針としては、第５次上富田町総合計画及び第２次上富田町ま

ち・ひと・しごと創生総合戦略に基づき、安全・安心なまちづくり、子育て支援、学校

教育を重点項目とし、予算編成を行いました。 

  重点項目の主な事業につきまして説明いたします。 

  １点目の安全・安心なまちづくりについてでございます。 

  南紀の台公民館建設事業におきましては、令和６年度で建物の建築を実施いたします。 

  平時は地区の公民館活動などに活用し、災害時には避難所として、また防災備蓄庫や

消防団の活動拠点としての機能を備えた建物となっています。 

  ２点目は、子育て支援についてでございます。 

  くまのの森こども園、はるかぜ保育所改修事業におきまして、保育室や送迎用出入口、

外周フェンスなどの改修と、それぞれの園に遊具の設置を行い、保育環境の改善と充実
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を図ります。 

  ３点目は、学校教育についてでございます。 

  屋内運動場空調設備設置事業においては、近年の気象状況から、体育館使用時におけ

る熱中症や体調管理への対策として、町内の小学校５校の体育館の空調設備を整備し、

安心して授業や行事が行える環境及び災害時における避難所としての環境改善を図るも

のであります。 

  上富田町の住民基本台帳人口は、令和６年１月１日現在１万５，７１６人と前年同日

比で７名増加しております。６０年間人口が増え続けてきた本町でございますが、国立

社会保障・人口問題研究所による将来推計人口では、２０５０年には約１万２，６００

人に人口が減少するとの推計が出されております。人口減少に対する備えとともに、活

力ある上富田町を目指して今後も取組を進めてまいります。 

  最後に、令和６年度の職員体制についてでございます。令和６年４月１日付で職員３

名を新規採用し、和歌山県住宅新築資金等貸付金回収管理組合へ職員１名を派遣いたし

ます。和歌山県警察本部からの派遣職員１名は令和６年度も引き続き在職いたします。

一方、令和５年度の退職予定者は１名となっております。 

  これにより、職員数につきましては、令和５年４月１日現在は１３０名、令和６年４

月１日現在の職員数は１３２名となります。職員数は２名の増加となりますが、育児休

業などを取得している職員もおりますので、全体で不足する部署については、会計年度

任用職員を採用することで対応していきたいと考えています。令和６年度４月１日現在

の会計年度任用職員数は約１１０名となる予定でございます。 

  今後とも、継続して行財政改革の推進を図り、事務事業の遂行と住民サービスの向上

に努める所存でありますので、議員各位におかれましても、ご理解と変わらぬお力添え

をお願い申し上げます。 

  以上です。 

─────────────────────────────────────────── 

△日程第４ 報告第１号 

○議長（大石哲雄） 

  これより、日程第４ 報告第１号、地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関

係条例の整理に関する条例を議題といたします。 

  当局より報告内容の説明を求めます。 

  総務課副課長、目良君。 

○総務課副課長（目良大敏） 

  よろしくお願いいたします。 
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  私からは、報告第１号についてご説明いたします。 

  議案書１ページをお願いいたします。 

  報告第１号、専決処分の報告について。 

  地方自治法第１８０条第１項の規定により、下記のとおり専決処分したので、同条第

２項の規定により、これを報告する。 

  記。 

  専決第１号、地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する

条例。 

  令和６年２月２９日提出、上富田町長奥田誠。 

  次のページをお願いいたします。 

  専決第１号、地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する

条例。 

  地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例を別紙の

ように制定する。 

  令和６年１月３１日専決、上富田町長奥田誠。 

  ３ページをお願いいたします。 

  地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例。 

  （上富田町監査委員に関する条例の一部改正）。 

  第１条、上富田町監査委員に関する条例の一部を次のように改正する。 

  第３条中「第２４３条の２の２第３項」を「第２４３条の２の８第３項」に改める。 

  （上富田町水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部改正）。 

  第２条、上富田町水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を次のように

改正する。 

  第６条中「第２４３条の２の２第８項」を「第２４３条の２の８第８項」に改める。 

  附則。 

  この条例は、令和６年４月１日から施行する。 

  続きまして、参考資料のほうをお願いいたします。資料につきましては６ページをお

願いいたします。 

  地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の要旨で

ございます。 

  １、改正の趣旨。 

  令和５年５月８日に、地方自治法の一部を改正する法律が公布され、指定公金事務取

扱者制度に係る規定の新設に伴い、条番号が繰り下がり、条例に規定する条番号にも変
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更が生じたため、条文中の条番号を改正するものでございます。 

  今回の改正につきましては、条番号が変わるだけで、内容が特に変更があるといった

ものではございません。 

  ４ページ、５ページにつきましては、参考資料として新旧対照表を添付しております。

恐れ入りますが、お目通しいただきますようお願いいたします。 

  私からの説明は以上でございます。 

○議長（大石哲雄） 

  説明が終わりました。 

  これより、報告第１号について質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

（｢なし」の声あり） 

○議長（大石哲雄） 

  質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終了します。 

  本件は、議会の委任による専決処分であり、承認を要しませんので、これをもって報

告を終わります。 

─────────────────────────────────────────── 

△日程第５ 議案第３号～日程第３９ 議案第３７号 

○議長（大石哲雄） 

  次に、日程第５ 議案第３号、上富田町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正す

る条例から日程第３９ 第３７号、町道路線の変更についてまで、３５件を一括議題と

いたします。 

  当局より提案理由の説明を求めます。 

  総務課長、十河君。 

○総務課長（十河貴子） 

  よろしくお願いいたします。 

  私からは、議案第３号から議案第８号につきまして説明させていただきます。 

  議案書のページは７ページです。７ページをお願いいたします。 

  議案第３号、上富田町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例。 

  上富田町消防団員等公務災害補償条例の一部を別紙のように改正する。 

  令和６年２月２９日提出、上富田町長奥田誠。 

  理由といたしまして、非常勤消防団員等に係る災害補償の基準を定める政令の一部改

正に伴い、所要の改正を行うため、本案を提出するものでございます。 
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  次のページをお願いいたします。 

  上富田町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例（案）。 

  上富田町消防団員等公務災害補償条例の一部を次のように改正する。 

  以降が改正案文でございます。内容につきましては、後ほど改正の趣旨により説明を

させていただきます。 

  このページの下に附則がございます。 

  附則第１項では、施行期日につきまして、この条例は令和６年４月１日から施行する

としてございます。 

  附則第２項では、経過措置を定めてございます。 

  次の９ページから１０ページには、参考資料として新旧対照表を添付しておりますの

で、お目通しをお願いいたします。 

  １１ページをお願いいたします。 

  上富田町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例の要旨でございます。 

  １、改正の要旨では、一般職の職員の給与に関する法律の一部を改正する法律により、

一般職の職員の給与に関する法律別表第４イ公安職俸給表（一）が改定されることに伴

い、非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政令で定める非常勤消防団員等及

び消防作業従事者の損害補償に係る補償基礎額について、所要の改定を行うものでござ

います。 

  改正の内容といたしましては、第５条第２項第２号、消防作業従事者等の補償基礎額

の最低額を８，９００円から９，１００円に引き上げております。 

  補償基礎額が別表記載のとおり改定となります。 

  ３、施行期日につきましては、令和６年４月１日から施行するとしてございます。 

  経過措置につきましては、先ほど説明させていただきましたが、８ページの附則第２

号の第２項のとおりでございます。 

  議案第３号につきましては以上でございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  議案第４号、上富田町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例等の一部を

改正する条例。 

  上富田町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例等の一部を別紙のように

改正する。 

  令和６年２月２９日提出、上富田町長奥田誠。 

  理由といたしまして、職員の給与改定及び地方自治法の一部改正に伴い、関係条例の

一部を改正するため、本案を提出するものでございます。 
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  次のページをお願いいたします。 

  上富田町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例等の一部を改正する条例

（案）。 

  このページから１７ページまでが改正案文となっております。 

  参考資料といたしましては、１８ページから２７ページに新旧対照表を添付してござ

いますので、お目通しをお願いいたします。 

  ２８ページの改正の要旨で説明をさせていただきます。２８ページをお願いいたしま

す。 

  上富田町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例等の一部改正の要旨でご

ざいます。 

  改正の趣旨としまして、令和５年の人事院勧告及び職員の給与改定に鑑み、国家公務

員及び職員との均衡を図るため、会計年度任用職員の期末手当支給月数及び給与改定の

取扱いについて所要の改定を行う。また、地方自治法の一部改正に伴い、令和６年度か

ら勤勉手当を支給するため、関係条例について所要の改定を行うものでございます。 

  改正の内容といたしまして、（１）第１条による上富田町会計年度任用職員の給与及

び費用弁償に関する条例の一部改正。 

  まず、１点目でございます。令和５年度支給分について、期末手当の支給月数を０．

１月分引き上げる。年間２．５月分から２．６月分となります。 

  ２点目は、給与改定の実施時期等の取扱いについて、一部の会計年度任用職員を除き、

職員に準じた取扱いとするよう規定します。 

  （２）第２条による上富田町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一

部改正。 

  １点目は、会計年度任用職員の給与の種類に勤勉手当を加えます。 

  ２点目としまして、期末手当を職員に準じて支給するよう改正します。年間２．４５

月分となります。 

  ３点目は、勤勉手当を職員に準じて支給するよう規定します。年間２．０５月分とな

ります。 

  （３）第３条による職員の育児休業等に関する条例の一部改正でございます。 

  育児休業している職員の勤勉手当の支給に関する条文から会計年度任用職員の除外規

定を削除いたします。 

  （４）第４条による上富田町企業職員の給与の種類及び基準等に関する条例の一部改

正でございます。 

  会計年度任用職員として任用される企業職員の給与の種類に勤勉手当を追加いたしま
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す。 

  ３、施行期日。 

  第１条改正につきましては、公布の日から施行し、令和５年４月１日から適用すると

してございます。 

  第２条から第４条改正につきましては、令和６年４月１日から施行するとしてござい

ます。 

  議案第４号につきましては、以上でございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  議案第５号、上富田町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に

関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正

する条例。 

  上富田町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に

基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を別紙のように改正

する。 

  令和６年２月２９日提出、上富田町長奥田誠。 

  理由といたしまして、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に

関する法律等の一部改正に伴い、所要の改正を行うため、本案を提出するものでござい

ます。 

  次のページをお願いいたします。 

  上富田町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に

基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例

（案）。 

  上富田町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に

基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を次のように改正す

る。 

  以降が改正案文でございます。 

  ３１ページに参考資料として新旧対照表を添付してございます。 

  ３２ページの改正の要旨で説明をさせていただきます。３２ページをお願いいたしま

す。 

  上富田町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に

基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正の要旨。 

  改正の趣旨といたしましては、行政手続における特定の個人を識別するための番号の

利用等に関する法律等の一部を改正する法律により、番号利用法別表第２が廃止される
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ため、所要の改定を行うものでございます。 

  改正の内容としましては、第２条に定義として、次の用語を追加する。 

  ５号に「特定個人番号利用事務 法第１９条第８号に規定する特定個人番号利用事務

をいう。」、６号に「利用特定個人情報 法第１９条第８号に規定する利用特定個人情

報をいう。」を追加しております。 

  第４条において、番号利用法別表第２を引用している箇所について、下記のとおり改

正をしております。 

  「法別表第２の第２欄に掲げる事務」を「特定個人番号利用事務」、「同表の第４欄

に掲げる特定個人情報」を「利用特定個人情報」に、「当該特定個人情報」を「当該利

用特定個人情報」に改正しております。 

  ３、施行期日でございます。 

  行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律等の一部を

改正する法律の施行の日から施行するとしてございます。 

  議案第５号につきましては以上でございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  議案第６号、上富田町報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条例。 

  上富田町報酬及び費用弁償条例の一部を別紙のように改正する。 

  令和６年２月２９日提出、上富田町長奥田誠。 

  理由としまして、特別職の職員で非常勤の者の報酬額を改定するため、本案を提出す

るものでございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  上富田町報酬及び費用弁償条例の一部を改正する条例（案）。 

  上富田町報酬及び費用弁償条例の一部を次のように改正する。 

  以降が改正案文でございます。 

  参考資料として、３５ページに新旧対照表を添付してございます。 

  ３６ページの改正の要旨で説明をさせていただきます。３６ページをお願いいたしま

す。 

  上富田町報酬及び費用弁償条例の一部改正の要旨。 

  改正の趣旨としまして、地方公務員法第３条第３項に規定する職の報酬額を改定する

ため、所要の改正を行うものでございます。 

  改正の内容でございます。 

  まず、（１）消防団員につきましては、団員の階級による職責等を勘案し。均衡を図

るため改正するものでございます。消防副分団長「年４万５，５００円」から「年５万
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円」に、消防部長、「年３万９，０００円」から「年４万４，０００円」に、消防班長

「年３万７，０００円」から「年４万２，０００円」に改正をいたします。 

  （２）子ども・子育て会議委員については、ほかの委員との均衡を図るため改正する

ものでございます。「年３，０００円」から「日６，０００円」へ改正しております。 

  （３）権利擁護支援推進協議会委員について、令和６年４月１日から上富田町権利擁

護支援推進協議会を設置するため、職の報酬額を定めております。 

  「日６，０００円」としております。 

  ３、施行期日。 

  令和６年４月１日から施行するとしてございます。 

  議案第６号につきましては以上でございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  議案第７号でございます。 

  議案第７号、職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例。 

  職員の服務の宣誓に関する条例の一部を別紙のように改正する。 

  令和６年２月２９日提出、上富田町長奥田誠。 

  理由としまして、押印の廃止、宣誓文の見直しなど所要の改正をするため、本案を提

出するものでございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例（案）でございます。 

  職員の服務の宣誓に関する条例の一部を次のように改正する。 

  今回の改正は、別記様式の改正でございます。 

  ３９ページに参考資料として新旧対照表を添付してございます。 

  ４０ページの改正の要旨で説明をさせていただきます。４０ページをお願いいたしま

す。 

  職員の服務の宣誓に関する条例の一部改正の要旨。 

  改正の趣旨でございます。 

  昨今における業務のデジタル化における押印の廃止が進んでいることに鑑みた押印の

廃止、また、宣誓文の見直し等所要の改正を行ってございます。 

  改正の内容といたしましては、１点目、宣誓書における、弁済に係る宣誓の一文を削

っております。 

  理由といたしましては、地方公務員については、地方公務員法の規定による懲戒処分、

地方自治法の規定による職員の賠償責任について適用されるためでございます。 

  ２点目が押印の廃止、３点目は殿から様に改めております。 



－ 15 － 

  ３、施行期日でございます。 

  公布の日から施行するとしてございます。 

  議案第７号につきましては以上でございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  議案第８号、上富田町人権尊重のまちづくり条例。 

  上富田町人権尊重のまちづくり条例を別紙のように制定する。 

  令和６年２月２９日提出、上富田町長奥田誠。 

  理由といたしまして、人権尊重のまちづくりに関し、町の責務並びに町民及び事業者

の役割を明らかにするとともに、その施策の推進について基本的な事項や方針を定める

ことにより、一人一人の人権が尊重されるまちづくりの実現を図るため、本案を提出す

るものでございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  上富田町人権尊重のまちづくり条例（案）。 

  本条例は、新規に制定するものでございます。 

  第１条では目的といたしまして、この条例は、人権尊重のまちづくりに関し、町の責

務並びに町民及び事業者の役割を明らかにするとともに、その施策の推進について基本

的な事項や方針を定めることにより、一人一人の人権が尊重されるまちづくりの実現を

図ることを目的としております。 

  第２条では町の責務といたしまして、前条の目的を達成するため、行政の全ての分野

で、人権に関する施策を総合的に推進し、町民及び事業者の人権意識の高揚を図るもの

としております。 

  ２項では、町は、インターネット等による差別表現、差別発言その他の人権侵害に当

たる行為を発見した場合は、問題の解決に必要な措置を講ずるとしております。 

  第３条では町民の役割としまして、町民は、互いに人権を尊重し、自らも人権意識の

高揚に努め、差別を解消するため、施策に協力するものとしております。 

  第４条で事業者の役割といたしまして、事業者は、事業活動に関わる全ての人の人権

を尊重するとともに、人権意識の高揚に努めるもの。 

  ２項では、町が実施する人権に関する施策に協力するよう努めるものとしてございま

す。 

  第５条では推進体制の充実についてということで、町は、様々な人権問題の解決に向

けた人権施策を効果的に推進するため、国、県及び関係団体との連携を図り、推進体制

の充実に努めるものとしております。 

  第６条では人権教育及び啓発につきまして、町は、様々な人権問題について正しい理
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解を深め、これを解消するために必要な教育及び啓発活動を行うものとしております。 

  第７条は相談及び支援についてでございます。町は、国、県及び関係団体と連携し、

様々な人権問題に対し必要な相談及び支援体制の充実を図るものとしております。 

  第８条は委任について定めております。 

  附則。 

  この条例は、令和６年４月１日から施行するとしてございます。 

  ４４ページは参考資料を添付しております。 

  議案第８号につきましては以上でございます。ご承認賜りますようよろしくお願い申

し上げます。 

○議長（大石哲雄） 

  振興課長、平尾君。 

○振興課長（平尾好孝） 

  それでは、私のほうからは議案第９号についてご説明を申し上げます。 

  議案第９号、上富田町体育施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例。 

  上富田町体育施設の設置及び管理に関する条例の一部を別紙のように改正する。 

  令和６年２月２９日提出、上富田町長奥田誠。 

  理由です。上富田スポーツセンター管理に必要な原材料費及び消耗品費等の高騰に伴

う管理費の上昇に伴い、体育施設の使用料を改正するため、本案を提出します。 

  次のページをお願いします。 

  上富田町体育施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例（案）。 

  （上富田町体育施設の設置及び管理に関する条例の一部改正）。 

  上富田町体育施設の設置及び管理に関する条例の一部を次のように改正する。 

  ５２ページの要旨で説明させていただきます。５２ページをお願いします。 

  今回の一部改正の要旨でございます。 

  改正の趣旨としましては、上富田スポーツセンターを管理する上での原材料費及び消

耗品費等の高騰に伴い、上富田スポーツセンター使用料の改正を行うものであります。 

  改正する施設は、上富田スポーツセンターの野球場、多目的グラウンド、屋内イベン

ト広場、球技場で、天然芝及びゴムチップ入りの人工芝を敷設している施設を対象に、

１割から２割の改正を行うものであります。また、今回の改正は町外の使用料のみとし、

町内の使用料は据置きとさせていただきます。 

  ４７ページ末尾の附則で、この条例は令和６年４月１日から施行するとしています。 

  参考資料として４８ページから新旧対照表を添付しておりますので、お目通しをお願

いします。 
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  以上、ご承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（大石哲雄） 

  税務課長、芝君。 

○税務課長（芝 健治） 

  よろしくお願いいたします。 

  私からは、議案第１０号及び議案第１１号についてご説明いたします。 

  ５３ページをお願いいたします。 

  議案第１０号、上富田町国民健康保険税条例の一部を改正する条例。 

  上富田町国民健康保険税条例の一部を別紙のように改正する。 

  令和６年２月２９日提出、上富田町長奥田誠。 

  改正の理由としましては、県統一に向け段階的に賦課割合を変動させる必要があるこ

と。また、健全で安定した国民健康保険事業運営を図るため、本案を提出いたします。 

  次のページをお願いします。 

  上富田町国民健康保険税条例の一部を改正する条例（案）。 

  上富田町国民健康保険税条例の一部改正。 

  上富田町国民健康保険税条例の一部を次のように改正する。 

  それでは、改正事項につきましては、参考資料の上富田町国民健康保険税条例の一部

改正の要旨に沿ってご説明いたします。参考資料の６９ページお願いいたします。 

  １、改正の趣旨につきましては、令和１２年度の県統一に向け段階的に賦課割合を変

動させる必要があります。また、健全で安定した国民健康保険事業運営を図るため、本

条例を改正するものであります。 

  ２、改正の内容につきまして、医療保険分の所得割の税率、現行の「１００分の７．

０」を「１００分の７．２」に、資産割の税率、現行の「１００分の８．０」を「１０

０分の０．０」に、均等割を、現行の１人当たり「２万６，５００円」を「２万６，２

００円」に、平等割を、現行１世帯当たり「３万４，５００円」を「３万円」に。 

  また、後期高齢者支援金分につきましては、所得割の税率、現行の「１００分の２．

４」を「１００分の２．５」に、資産割の税率、現行の「１００分の２．８」を「１０

０分の０．０」に、均等割を、現行１人当たり「９，０００円」を「８，８００円」に、

平等割を、現行の１世帯当たり「１万１，５００円」を「１万８００円」に。 

  また、介護保険分につきましても、所得割の税率を、現行の「１００分の１．８」を

「１００分の２．０」に、資産割の税率を、現行の「１００分の４．０」を「１００分

の０．０」に、均等割を、現行１人当たり「１万４００円」を「１万円」に、平等割を、

現行の１世帯当たり「９，９００円」を「９，０００円」に改正するものであります。 
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  恐れ入りますが、５６ページをお願いいたします。５６ページにお戻りいただきます

ようお願いいたします。 

  附則です。 

  第１項においては、この条例は令和６年４月１日から施行するとしています。 

  また、附則の第２項においては、改正後の上富田町国民健康保険税条例の規定は、令

和６年度以後の年度分の国民健康保険税について適用し、令和５年度分までの国民健康

保険税については、なお従前の例によると定めています。 

  また、参考資料として、５７ページ以降に新旧対照表を添付していますので、お目通

しのほどよろしくお願いいたします。 

  以上、ご承認賜りますようよろしくお願いいたします。 

  続きまして、議案第１１号についてご説明いたします。 

  ７０ページをお願いいたします。 

  議案第１１号、上富田町督促手数料廃止に伴う関係条例の整備に関する条例。 

  上富田町督促手数料廃止に伴う関係条例の整備に関する条例を制定する。 

  令和６年２月２９日提出、上富田町長奥田誠。 

  理由につきましては、納付者の利便性の向上、収納に関する事務経費の削減及び事務

の効率化の観点から督促手数料を廃止するため、本案を提出いたします。 

  次のページをお願いいたします。 

  上富田町督促手数料廃止に伴う関係条例の整備に関する条例（案）。 

  上富田町税条例の一部改正ほか、各条例の一部改正をするものであります。 

  それでは、改正事項につきましては、参考資料の上富田町督促手数料廃止に伴う関係

条例の整備に関する条例の要旨に沿ってご説明しますので、参考資料の８２ページをお

願いいたします。 

  ８２ページの１、改正の趣旨です。 

  納付者の利便性の向上、収納に関する事務経費の削減及び事務の効率化の観点から督

促手数料を廃止するものでありますが、本町では、町税、住宅使用料、国民健康保険税、

後期高齢者医療保険料及び介護保険料において、納付期限後に一定期間を経た後も町税

等に納付のない方に対し、督促状を発付し督促手数料８０円を徴収しております。督促

状発付後は督促手数料を合わせて納付いただく必要があるため、コンビニや地方税お支

払サイトを利用した共通納税での納付書の利用期限を督促状発付日まで制限しておりま

す。 

  このため、督促状発付日以降の納付については、督促状同封の納付書で納付いただく

か、担当課に納付書再発行の連絡をいただくか、もしくは直接納付にお越しいただくか、
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または指定金融機関等において本税のみ納付いただき、督促手数料のみ別途請求するこ

とになります。納付期限経過後の納付とはいえ、納付者の方々に何度も金融機関等に出

向いていただいております。 

  こうした問題を解消するために督促手数料を廃止いたします。これにより、納付書の

利用期限を大幅に緩和することができるようになるため、督促状や再発行納付書の到着

を待ったり、督促手数料のみ納付に行くなどの手間や時間を削減することができます。

また、費用面においても、再発行やその郵便にかかる費用や、コンビニや共通納税で収

納する際の手数料の削減につながります。 

  コンビニ納付や地方税統一ＱＲコードを使用した共通納税が持つ納付場所の拡充や納

税事務の簡素化等の優れた機能を損なうことなく、納付者の利便性をより一層高めるこ

とができるものであります。 

  ２、改正の内容につきましては、町の債権全体として整合性・公平性を確保するため、

まず、・上富田町税条例に加えて、上富田町税外収入金に係る督促等に関する条例、上

富田町営住宅管理条例、上富田町定住促進住宅の設置及び管理に関する条例、上富田町

道路占用料徴収条例、上富田町下水道条例、上富田町介護保険条例、上富田町後期高齢

者医療に関する条例、以上８つの条例を対象としています。 

  恐れ入りますが、７３ページへお戻りいただきますようお願いいたします。 

  ７３ページの附則、第１項においては、この条例は令和６年４月１日から施行すると

しています。 

  また、附則第２項においては、この条例による改正後の上富田町税条例、上富田町税

外収入金に係る督促等に関する条例、上富田町営住宅管理条例、上富田町定住促進住宅

の設置及び管理に関する条例、上富田町道路占用料徴収条例、上富田町下水道条例、上

富田町介護保険条例及び上富田町後期高齢者医療に関する条例の規定は、令和６年度以

後の年度分の歳入または収入について適用し、令和５年度以前の歳入等に関し発した督

促状に係る督促手数料については、その督促状を発した日にかかわらず、なお従前の例

によると定めています。 

  このことは、令和６年３月末を納期限とする歳入について、令和５年度分歳入となり

ます。令和６年４月以降に発表した督促状であっても、督促手数料が発生するものであ

るという旨を規定しております。もちろん過去の滞納繰越し分においても同様でござい

ます。 

  参考資料として７４ページ以降に新旧対照表を添付しております。お目通しのほどよ

ろしくお願いいたします。 

  以上、ご承認賜りますようよろしくお願いいたします。 
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○議長（大石哲雄） 

  住民課副課長、芦口君。 

○住民課副課長（芦口正史） 

  よろしくお願いします。 

  私からは、議案第１２号及び１３号について説明申し上げます。 

  ８３ページをお願いします。 

  議案第１２号、上富田町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例。 

  上富田町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を別紙のように改正する。 

  令和６年２月２９日提出、上富田町長奥田誠。 

  提案理由としまして、分別指定袋の種別を新たに定めるため、本案を提出するとして

おります。 

  次のページをお願いします。 

  上富田町廃棄物処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例（案）でございます。 

  上富田町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正。 

  上富田町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を次のように改正する。 

  改正の内容につきましては、参考資料の改正要旨に沿って説明させていただきます。 

  ８５ページに新旧対照表を添付しております。 

  それでは、８６ページ、改正要旨をお願いします。 

  １、改正要旨の趣旨は、住民のニーズに合わせた形状、サイズの分別指定袋を提供す

るため、新たな区分、手数料を定めます。 

  ２、改正の内容。 

  分別指定袋の種別を新たに定めるもので、分別指定袋大（５０リットル）１袋につき

４７円、分別指定袋小（３０リットル）１袋につき３２円、分別指定袋極小（１５リッ

トル）１袋につき１６円とします。処理にかかる費用が増加する中、一定歳入確保のた

めの手数料設定でございます。 

  ３、条例施行期日は令和６年４月１日からです。 

  ４、経過措置としまして、この条例の施行前に発行した分別指定袋の手数料につきま

しては、なお従前の例によるとしておりますが、これまでの指定袋も販売、使用ができ

るようにするための措置でございます。 

  以上、ご承認賜りますようよろしくお願いします。 

  続きまして、８７ページをお願いします。 

  議案第１３号、上富田町印鑑条例の一部を改正する条例。 

  上富田町印鑑条例の一部を別紙のように改正する。 
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  令和６年２月２９日提出、上富田町長奥田誠。 

  提案理由としまして、スマートフォンに搭載された利用者証明用電子証明書を使用し

て、コンビニエンスストア等に設置されている多機能端末機から印鑑登録証明書を取得

できることとするため、本案を提出するとしております。 

  次のページをお願いします。 

  上富田町印鑑条例の一部を改正する条例（案）でございます。 

  上富田町印鑑条例の一部改正。 

  上富田町印鑑条例の一部を次のように改正する。 

  改正内容につきましては、参考資料の改正要旨に沿って説明させていただきます。 

  ８９ページに新旧対照表を添付しております。 

  ９０ページをお願いします。 

  上富田町印鑑条例の一部を改正する条例の要旨。 

  １、改正の趣旨。 

  電子署名等に係る地方公共団体情報システム機構の認証業務に関する法律の改正法が

施行されたことに伴い、従来のマイナンバーカードに加え、カードを保有する者からの

申請に基づき、スマートフォンにも電子証明書を搭載することが可能となった。この電

子証明書を使用し、申請者がコンビニエンスストア等の多機能端末機（マルチコピー

等）を自ら操作することで、印鑑登録証明書を取得できるようにするため、本条例の一

部を改正します。 

  ２、改正の内容。 

  印鑑登録者が、スマートフォン等移動端末設備用利用者証明書用電子証明書を用いて

自ら多機能端末機を操作して印鑑登録証明書を取得することができるよう、本条例の第

１４条を改正する。 

  ３、施行期日。 

  公布の日から施行するとしております。 

  以上、ご承認賜りますようよろしくお願いします。 

○議長（大石哲雄） 

  福祉課副課長、平岩君。 

○福祉課副課長（平岩 晃） 

  よろしくお願いいたします。 

  私からは、議案第１４号についてご説明を申し上げます。 

  議案書９１ページをお願いします。 

  議案第１４号、上富田町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定め
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る条例の全部を改正する条例。 

  上富田町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の全部を

別紙のように改正する。 

  令和６年２月２９日提出、上富田町長奥田誠。 

  理由です。児童福祉法第３４条の８の２第１項の規定により条例で定める放課後児童

健全育成事業の設備及び運営に関する基準を、放課後児童健全育成事業の設備及び運営

に関する基準のとおりとする。 

  次のページをお願いいたします。 

  上富田町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例（案）。 

  上富田町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の全部を

次のように改正する。 

  以下は全部改正後の条文でございます。 

  改正の内容につきましては、参考資料、次の９３ページの要旨でご説明をさせていた

だきます。 

  上富田町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の全部改

正の要旨でございます。 

  この放課後児童健全育成事業とは、学童保育所の運営のことを指します。 

  １、改正の要旨。 

  本条例の基準―これは学童保育に係る保育面積や安全衛生管理、職員の配置等―

につきまして、国が定める基準に従うべきもの、また、参酌すべき内容により定めてお

りますが、当町においては、国と異なる基準を設けなければならない特別な事情等もな

いことから、国基準のとおり事業を実施するため、条文の全部改正を行うものです。 

  これまで国基準の改正の都度、条例改正により対応してまいりましたが、町独自で基

準を設けなければならない特別な事情等もない現状であること、また国基準が改正され

た際には即座に対応できるよう、今回改正を行うものです。 

  したがいまして、２、改正の内容としまして、児童福祉法第３４条の８の２第１項の

規定により町の条例で定める放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準は、

国が定める放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準のとおりとするもので

す。 

  ３、施行期日を令和６年４月１日から施行するとしてございます。 

  以上、ご承認を賜りますようよろしくお願いします。 

○議長（大石哲雄） 

  建設課副課長、谷本君。 
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○建設課副課長（谷本和久） 

  よろしくお願いいたします。 

  私からは、議案第１５号についてご説明申し上げます。 

  ９４ページをお願いします。 

  議案第１５号、上富田町営住宅管理条例の一部を改正する条例。 

  上富田町営住宅管理条例の一部を別紙のように改正する。 

  令和６年２月２９日提出、上富田町長奥田誠。 

  理由でございます。 

  民法の一部を改正する法律の施行に伴い、債権関係の規定の見直しや単身高齢者の増

加など公営住宅を取り巻く最近の状況等を踏まえ、公営住宅への入居に際しての連帯保

証人の取扱いを改定するため、本案を提出する。 

  次のページをお願いします。 

  上富田町営住宅管理条例の一部を改正する条例（案）でございます。 

  上富田町営住宅管理条例の一部を次のように改正する。 

  以下、条例改正の案文でございます。 

  次のページには参考資料として新旧対照表を添付しておりますので、恐れ入りますが、

お目通しのほどよろしくお願いいたします。 

  改正内容につきまして、改正の要旨に沿って説明させていただきますので、９７ペー

ジをお願いします。 

  上富田町営住宅管理条例の一部改正の要旨です。 

  １、改正の趣旨。 

  民法の一部を改正する法律による債権関係の規定の見直しや単身高齢者の増加など公

営住宅を取り巻く最近の状況等を踏まえるとともに、これまでの公営住宅に係る制度改

正の内容を反映するため、公営住宅管理標準条例（案）についての改正に伴い、公営住

宅への入居に際しての連帯保証人の取扱いを改定するため、所要の改正を行うものでご

ざいます。 

  ２、改正の内容としまして、公営住宅への入居に際しての「連帯保証人」の取扱いを

「緊急連絡人」へ変更。 

  ３、施行期日。 

  令和６年４月１日から施行するとしてございます。 

  また、附則のほうで経過措置を定めてございます。 

  以上、ご承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（大石哲雄） 
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  ここで、１０時１５分まで休憩します。 

───────────── 

休憩 午前１０時０４分 

───────────── 

再開 午前１０時１５分 

───────────── 

○議長（大石哲雄） 

  再開します。 

  引き続き説明を求めます。 

  長寿課課長、宮本君。 

○長寿課長（宮本真理） 

  お願いします。 

  私からは、議案第１６号から議案第１９号についてご説明させていただきます。 

  議案第１６号、上富田町介護保険条例の一部を改正する条例。 

  上富田町介護保険条例の一部を別紙のように改正する。 

  令和６年２月２９日提出、上富田町長奥田誠。 

  理由。第９期介護保険計画策定に伴い、上富田町介護保険条例に規定する保険料等を

変更するため、本案を提出する。 

  １０２ページ、参考資料をお願いします。 

  上富田町介護保険条例の一部改正の要旨。 

  １、改正の趣旨。 

  第９期介護保険事業計画策定に伴い、上富田町介護保険条例に規定する保険料等を変

更する。 

  ２、改正の内容。 

  現行、基準保険料月額「７，３７５円」、所得段階「９段階」から、改正後は基準保

険料月額「７，１５９円」、所得段階「１３段階」となり、９段階以上の所得段階を多

段階化することで、所得が少ない被保険者の保険料の軽減強化を図るものです。 

  １０１ページ、新旧対照表をお願いします。 

  第５号が基準保険料の段階の方の年間保険料となります。第１０号から第１３号が今

回追加された区分の方の保険料となります。 

  ９９ページ、１００ページをお願いします。 

  条例案となります。 

  附則といたしまして、施行期日は令和６年４月１日としております。 
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  また、経過措置として、第３条第１号から第３号に該当する被保険者の軽減強化後の

保険料について記載しております。 

  以上、ご承認くださいますようどうぞよろしくお願いいたします。 

  続きまして、第１７号、上富田町高齢者憩の家設置及び管理に関する条例の一部を改

正する条例についてご説明いたします。 

  １０３ページをお願いします。 

  議案第１７号、上富田町高齢者憩の家設置及び管理に関する条例の一部を改正する条

例。 

  上富田町高齢者憩の家設置及び管理に関する条例の一部を別紙のように改正する。 

  令和６年２月２９日提出、上富田町長奥田誠。 

  理由。大谷高齢者憩の家の除却に伴い、名称等を削除するため、本案を提出します。 

  １０６ページ、一部改正の要旨をご参照ください。 

  上富田町高齢者憩の家設置及び管理に関する条例の一部改正の要旨。 

  改正の趣旨。 

  上富田町大谷高齢者憩の家を除却したので、条文から削除するため改正を行う。 

  ２、改正の内容。 

  本条例第３条中より、「上富田町大谷高齢者憩の家」の名称及び位置を削る。 

  ３、施行期日。 

  公布の日から施行するとしております。 

  １０５ページに新旧対照表を掲載しております。 

  以上、ご承認くださいますようどうぞよろしくお願いいたします。 

  続きまして、１０７ページをお願いします。 

  議案第１８号、上富田町権利擁護支援推進協議会設置条例。 

  上富田町権利擁護支援推進協議会設置条例を別紙のように制定する。 

  令和６年２月２９日提出、上富田町長奥田誠。 

  理由。成年後見制度利用促進法により、権利擁護支援を推進するための協議会を設置

するため、本案を提出するとしております。 

  １１０ページ、条例の要旨をご参照ください。 

  上富田町権利擁護支援推進協議会設置条例の要旨。 

  １、制定の趣旨。 

  権利擁護の業務に携わる関係機関等が相互に連携を図り、権利擁護支援体制を構築す

ることにより、高齢者または障害者であって被虐待者及び権利擁護支援の必要な者の早

期発見及び適切な支援を図るため、本条例を制定する。 
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  ２、制定の内容。 

  弁護士会、司法書士会等の構成員により、成年後見制度利用促進に関する事項、高齢

者または障害者虐待の防止、消費者被害防止等その他権利擁護支援について検討する協

議会について定める。 

  施行期日。 

  この条例は令和６年４月末から施行するとしております。 

  １０８ページをお願いします。 

  条例（案）になります。 

  第１条で設置につきまして、この条例は、高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対す

る支援等に関する法律第１６条及び障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等

に関する法律第３５条並びに成年後見制度の利用の促進に関する法律第１４条の規定に

基づき、権利擁護の業務に係る関係機関、団体等が相互に連携を図り、権利擁護支援体

制を構築することにより、高齢者または障害者であって虐待を受けている者及び権利擁

護支援の必要な者の早期発見及び適切な支援を図るため、上富田町権利擁護支援推進協

議会を設置するとしております。 

  第２条では所掌事務について、虐待の未然防止、早期発見・早期対応等に向けた支援

体制の構築に関すること。成年後見制度の普及、利用促進に関すること。消費者被害に

関すること。権利擁護に関する課題の共有、支援体制の構築に関すること。その他、権

利擁護等支援に関することとしております。 

  第３条では委員について、協議会は委員２０名以内で組織し、次に掲げるものの中か

ら町長が委嘱しまたは任命するとし、職種については、法曹関係者、保健医療関係者、

福祉団体関係者、金融機関関係者、民生児童委員、社会福祉協議会職員、関係行政機関

職員、その他町長が必要と認める関係者としております。 

  ２項では任期について定めております。 

  第４条から第６条につきましては会議について、第７条では委員の報酬について、第

８条で守秘義務について記載しております。 

  第９条、事務局につきましては、長寿課及び福祉課において行うこととしております。

高齢者、障害者の重複した問題を抱えた対象者につきましては、２課が連携して取り組

むことになります。 

  第８条では守秘義務について記載しております。 

  その他として、この条例に定めるもののほか、協議会の運営について必要な事項は、

町長が別に定めるとしております。 

  以上、ご承認くださいますようよろしくお願いいたします。 
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  続きまして、１１１ページをお願いします。 

  議案第１９号、紀南地方老人福祉施設組合規約の変更に関する協議について。 

  地方自治法第２８６条第１項の規定により、紀南地方老人福祉施設組合規約を変更す

ることについて、議会の議決を求める。 

  令和６年２月２９日提出、上富田町長奥田誠。 

  理由。紀南地方老人福祉施設組合における共同処理する事務のうち、養護老人ホーム

入所措置及びこれらに関する事務について、今までは合併前の旧串本町が担当区域であ

ったが、令和６年度より旧古座町を含めた現在の串本町全域にその事務の担当区域を変

更するためとしております。 

  １１４ページをお願いします。 

  紀南地方老人福祉施設組合規約の一部を改正する規約の要旨。 

  改正の趣旨につきましては、先ほどの理由と重複しますので省略させていただきます。 

  規約改正の内容につきまして、養護老人ホームの入所措置及びこれらに関する事務に

ついて、串本町全域を担当区域とするとしております。 

  施行期日は令和６年４月１日としております。 

  １１２ページは規約改正（案）、１１３ページは新旧対照表となります。 

  以上、ご承認くださいますようよろしくお願いいたします。 

  以上です。 

○議長（大石哲雄） 

  総務課副課長、目良君。 

○総務課副課長（目良大敏） 

  よろしくお願いいたします。 

  私からは、議案第２０号についてご説明いたします。 

  議案書１１５ページをお願いいたします。 

  議案第２０号、令和５年度上富田町一般会計補正予算（第８号）。 

  令和５年度上富田町の一般会計補正予算（第８号）は、次に定めるところによる。 

  歳入歳出予算の補正。 

  第１条、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１億６６６万円を追加し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ８３億６，４６８万１，０００円とする。 

  ２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

  地方債の補正。 

  第２条、地方債の変更は、「第２表 地方債補正」による。 
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  繰越明許費。 

  第３条、地方自治法第２１３条第１項の規定により、翌年度に繰り越して使用するこ

とができる経費は、「第３表 繰越明許費」による。 

  令和６年２月２９日提出、上富田町長奥田誠。 

  次のページをお願いいたします。 

  「第１表 歳入歳出予算補正」。 

  歳入です。 

  １款町税では、補正前の額に１億２，５００万円を追加し、２０億８１５万２，００

０円と定めています。 

  １１款地方交付税、補正前の額に４，７０２万２，０００円を追加。 

  １３款分担金及び負担金、補正前の額に２５０万９，０００円を追加。 

  １５款国庫支出金、補正前の額から５９２万５，０００円を減額。 

  １６款県支出金、補正前の額から１，９８９万７，０００円を減額。 

  １７款財産収入、補正前の額に３万８，０００円を追加。 

  １８款寄付金、補正前の額に１億円を追加。 

  １９款繰入金、補正前の額から１億２，８０１万８，０００円を減額。 

  ２１款諸収入、補正前の額から９３６万９，０００円を減額。 

  ２２款町債、補正前の額から４７０万円を減額。 

  以上、歳入合計では、補正前の額に１億６６６万円を追加し、８３億６，４６８万１，

０００円と定めています。 

  次のページをお願いいたします。 

  歳出です。 

  １款議会費では、補正前の額から２１７万８，０００円を減額し、８，３３７万円と

定めています。 

  ２款総務費、補正前の額に１億３，９７０万６，０００円を追加。 

  ３款民生費、補正前の額から２６０万８，０００円を減額。 

  ４款衛生費、補正前の額から３，３９２万８，０００円を減額。 

  ５款農林水産業費、補正前の額から９８５万９，０００円を減額。 

  ６款商工費、補正前の額に６，０７０万２，０００円を追加。 

  ７款土木費、補正前の額から２，８７９万４，０００円を減額。 

  次のページをお願いいたします。 

  ８款消防費、補正前の額から１４万８，０００円を減額。 

  ９款教育費、補正前の額から１，５２３万３，０００円を減額。 
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  １０款災害復旧費、補正前の額から１００万円を減額。 

  以上、歳出合計では、補正前の額に１億６６６万円を追加し、８３億６，４６８万１，

０００円と定めています。 

  次のページをお願いいたします。 

  「第２表 地方債補正」。 

  変更です。 

  １、防災行政無線改修事業では限度額を１億８，６１０万円と定めています。 

  ４、農業施設整備事業では限度額を２，４００万円。 

  ５、道路橋梁等整備事業では限度額を２，８４０万円。 

  ６、公民館整備事業では限度額を９０万円。 

  ８、災害復旧事業では限度額を５，２６０万円とそれぞれ定めています。起債の方法、

利率、償還の方法につきましては、当初予算のものと変更ございません。 

  次のページをお願いいたします。 

  「第３表 繰越明許費」です。 

  これは令和６年度へ繰り越す経費となります。 

  ２款総務費、１項総務管理費、住宅耐震改修事業では１１７万円と定めています。 

  ３項戸籍住民基本台帳費、番号制度関連システム改修事業では１，１２１万６，００

０円。 

  ４款衛生費、２項清掃費、上富田町不燃物処理場整地事業では３００万円。 

  ６款商工費、１項商工費、かみとんだ地域元気活性化商品券支給事業では６，３２０

万円。 

  ７款土木費、２項道路橋梁費、道路橋梁維持事業では７５０万円。防災・安全交付金

事業では４，３００万円。 

  １０款災害復旧費、２項公共土木施設災害復旧費、現年発生公共土木施設災害復旧事

業では１億５００万円とそれぞれ定め、合計では２億３，４０８万６，０００円と定め

ております。 

  次のページをお願いいたします。 

  歳入歳出補正予算事項別明細書、１、総括です。 

  こちら、１２１ページから１２３ページまでは、恐れ入りますがお目通しいただきま

すようお願いいたします。 

  各内訳につきましては、歳出からご説明いたしますので、１３６、１３７ページまで

お願いいたします。 

  ３、歳出です。 



－ 30 － 

  今回の補正の多くは、決算見込みによる減額補正、また会計年度任用職員の給与改定

による報酬、手当等の増額補正となっております。説明につきましては、項の項目と金

額、それから大きく増減のあったものについてご説明いたしますので、ご了承お願いい

たします。 

  １款議会費、１項議会費、補正前の額から２１７万８，０００円を減額。 

  ２款総務費、１項総務管理費、補正前の額に１億３，５９３万３，０００円を追加。 

  次のページへいきまして、２目防災対策費における１７節備品購入費につきましては、

事業精査による決算見込みに合わせた減額となります。防災行政無線戸別受信機購入費

では５５０万円を減額。 

  また、１８節負担金、補助及び交付金では、住宅耐震改修費補助金、こちらも実績に

合わせた決算見込額として１，０７２万７，０００円を減額。 

  ４目庁舎管理費にいきまして、１２節委託料ではシステム標準化対応業務委託料、こ

ちらも２２０万円を減額としております。 

  下へいきまして、１０目企画費です。１０目企画費の７節報償費から２４節積立金に

つきましては、ふるさと納税に係る記念品代、また取扱手数料、積立金となっておりま

す。 

  次のページをお願いいたします。 

  ２項徴税費では２０万２，０００円を追加しております。 

  ３項戸籍住民基本台帳費では５１４万円を追加。 

  １２節委託料では、番号制度関連システム改修委託料として３５１万６，０００円を

措置しております。 

  ４項選挙費では、補正前の額から１３６万９，０００円を減額しております。 

  次のページをお願いいたします。 

  ６項監査委員費では、補正前の額から２０万円を減額。 

  ３款民生費におきまして、１項社会福祉費では補正前の額に３８万４，０００円を追

加。 

  次のページをお願いいたします。 

  ３項児童福祉費では補正前の額に１，２２６万８，０００円を追加。 

  １目児童福祉総務費、１８節の負担金補助及び交付金では、施設型給付費負担金、こ

ちらは保育所等の利用に対する公費負担分で、児童の増及び公定価格の改定等を反映し

したことにより１，１７６万円を追加してございます。 

  ２目児童福祉医療費です。１９節扶助費につきましては、決算見込みということで子

ども医療費を３００万円の減額としてございます。 
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  ３目児童措置費、１９節扶助費につきましては、児童手当を２６０万円減額としてご

ざいます。 

  次のページへいきまして、４項保険年金費では補正前の額から１，３５３万６，００

０円を減額としてございます。 

  ２７節繰出金につきましては、決算見込み等に合わせた減額となってございます。 

  ５項老人福祉費、補正前の額から１７２万４，０００円を減額。 

  次のページをお願いいたします。 

  ４款衛生費です。１項保健衛生費では補正前の額から２０８万１，０００円を減額。 

  次のページをお願いいたします。 

  ２項清掃費では補正前の額から３，１８４万７，０００円を減額。 

  ２目塵芥処理費で、１８節負担金、補助及び交付金では、上大中清掃施設組合負担金

運営経費につきましては、決算見込みに合わせ１，７１４万６，０００円を減額。 

  ３目し尿処理費、同じく１８節負担金、補助及び交付金につきましては、合併処理浄

化槽設置整備事業補助金を、決算見込みに合わせ８５３万６，０００円を減額してござ

います。 

  ５款、農林水産業費です。１項農業費では補正前の額から２８５万円を減額してござ

います。 

  ３目農業振興費、１８節負担金、補助及び交付金の一番下段になります。新規就農者

育成総合対策事業補助金では、決算見込み、こちらは対象者の減及び設備整備への補助

の減額ということで、６７５万円を減額措置してございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  ４目農業施設整備事業費、１８節負担金、補助及び交付金では、県営中山間総合農地

防災事業費負担金として１，１２５万円を措置。こちらにつきましては、県事業による

市ノ瀬地区の事業計画の変更及び半九郎池、ジュンサイ池の改修に対する町負担分を追

加するものでございます。 

  ２項林業費では補正前の額から７００万９，０００円を減額。 

  ２目林業振興費、１２節委託料では、大きなものとしましては森林整備意向調査業務

委託料、こちらは決算見込みに合わせ２００万円を減額。 

  １８節負担金、補助及び交付金では、上富田町森林環境整備事業補助金、こちらにつ

きましても決算見込みとして２００万円を減額してございます。 

  続いて６款商工費です。１項商工費、補正前の額に６，０７０万２，０００円を追加。 

  １目商工業振興費、２４節積立金では、事業所等立地促進基金積立金として６，００

０万円を追加措置してございます。こちらは進出企業に対する奨励金の財源となるもの
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で、近い将来奨励金の支出が見込まれるため、積み立てるものでございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  ７款土木費でございます。１項土木管理費、補正前の額から２６５万５，０００円を

減額。 

  １目土木総務費、１２節委託料では訴訟業務委託料の全額３００万円を減額しており

ます。こちらは裁判の延期により、本年度の支払いがなくなったための減額となります。 

  ２項道路橋梁費、補正前の額から１８４万３，０００円を減額。 

  ３項河川費では補正前の額に２，０００円を追加。 

  次のページにいきまして、５項住宅費では補正前の額に７１万５，０００円を追加。 

  ６項地籍調査費では補正前の額から２，５０１万３，０００円を減額。 

  １目地籍調査費、１２節委託料では地籍調査測量委託料を、実績による決算見込みに

合わせて２，５０１万３，０００円を減額としてございます。 

  ８款消防費でございます。１項消防費、補正前の額から１４万８，０００円を減額。 

  次のページにいきまして、９款教育費でございます。１項教育総務費、補正前の額に

１４８万円を追加。 

  ２項小学校費、補正前の額に２３０万４，０００円を追加。 

  次のページをお願いいたします。 

  ３項中学校費、補正前の額から１７２万６，０００円を減額。 

  ４項学校給食費、補正前の額から５５３万９，０００円を減額。 

  １目学校給食費、１０節需用費の給食費につきましては、本年度の給食数の見込みに

よる決算見込みに合わせた減額としまして２９４万２，０００円を減額としてございま

す。 

  次のページをお願いいたします。 

  ５項社会教育費では補正前の額から１，１７３万４，０００円を減額。 

  次のページに行きまして、３目公民館費の１２節委託料でございます。こちら、仮称

南紀の台・パブリック地区コミュニティセンター設計監理委託料につきましては、入札

差額、決算見込みに合わせまして８９７万５，０００円としてございます。名称につき

ましては、南紀の台公民館となる予定でございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  ６目図書館運営費の中の１４節工事請負費、プレハブ設置工事請負費につきましては、

こちらは朝来小学校のあたご文庫につきまして、当初プレハブを計画しておりましたが、

計画変更により朝来のコミュニティセンターで実施することとなったため、全額３２０

万円を減額するものでございます。 
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  ６項保健体育費では補正前の額から１万８，０００円を減額。 

  １０款災害復旧費です。１項農林水産施設災害復旧費では補正前の額から５０万円を

減額。 

  次のページにいきまして、２項公共土木施設災害復旧費では、補正前の額から５０万

円を減額としてございます。 

  次のページ、１７０ページ、１７１ページの給与費明細書につきましては、恐れ入り

ますが、お目通しいただきますようお願いいたします。 

  歳出の説明につきましては以上となります。 

  それでは、歳入の説明に入りますので、１２４ページ、１２５ページにお戻りくださ

い。 

  ２、歳入です。 

  １款町税、１項町民税では補正前の額に２，５００万円を追加。個人住民税が３，０

００万円の追加措置をしてございます。 

  ２項固定資産税、補正前の額に１億円を追加。こちらにつきましては、主な増額要因

は市ノ瀬のメガソーラーの償却資産分となります。 

  １１款地方交付税、１項地方交付税では補正前の額に４，７０２万２，０００円を追

加。こちらは１２月に再算定がございまして、追加交付があったため追加するものでご

ざいます。 

  １３款分担金及び負担金、２項負担金では補正前の額に２５０万９，０００円を追加。 

  １５款国庫支出金、１項国庫負担金では補正前の額から１１３万円を減額。 

  次のページをお願いいたします。 

  ２項国庫補助金では補正前の額から４７９万５，０００円を減額。 

  次のページをお願いいたします。 

  １６款県支出金です。１項県負担金では補正前の額から４７万７，０００円を減額。 

  ２項県補助金では補正前の額から１，７１３万８，０００円を減額。 

  次のページをお願いいたします。 

  ３項委託金では補正前の額から２２８万２，０００円を減額。 

  １７款財産収入です。１項財産運用収入では補正前の額に３万８，０００円を追加。 

  １８款寄付金、１項寄付金では１億円を追加。こちらはふるさと納税になります。決

算見込みに合わせ４億６，０００万円の入を見込んでおりますので、その追加分として

１億円を措置してございます。 

  １９款繰入金です。２項基金繰入金では補正前の額から１億２，８２０万２，０００

円を減額。 
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  １目のさわやか上富田まちづくり基金繰入金につきましては、手数料、返礼品の経費

として５，８００万円を措置しております。 

  続きまして、次のページをお願いいたします。 

  ４目財政調整基金繰入金では補正前の額から１億７，９４０万２，０００円を減額と

しております。こちらは町税の増収や普通交付税の増などにより減額するものでござい

ます。 

  ３項財産区繰入金、補正前の額に１８万４，０００円を追加。 

  ７目災害復旧費繰入金では、市ノ瀬大谷池の堤体復旧工事費への繰入金２０万円。こ

ちらにつきましては、市ノ瀬財産区から事業の要する２分の１の金額を繰入れいただく

ものでございます。 

  ２１款諸収入です。３項雑入では補正前の額から９３６万９，０００円を減額として

ございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  ２２款町債です。１項町債では補正前の額から４７０万円を減額としてございます。 

  私からの説明は以上となります。以上、ご承認賜りますようよろしくお願いいたしま

す。 

○議長（大石哲雄） 

  住民課課長、瀬田君。 

○住民課長（瀬田和哉） 

  よろしくお願いします。 

  私からは、議案第２１号及び２２号について説明させていただきます。 

  まず、議案第２１号、令和５年度上富田町特別会計国民健康保険事業補正予算（第３

号）。 

  令和５年度上富田町の特別会計国民健康保険事業補正予算（第３号）は、次に定める

ところによる。 

  歳入歳出予算の補正。 

  第１条、歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ４１３万７，０００円を減額し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２０億２，５３８万２，０００円とする。 

  ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

  令和６年２月２９日提出、上富田町長奥田誠。 

  次のページをお願いします。 

  「第１表 歳入歳出予算補正」。 
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  歳入。 

  ５款繰入金、補正前の額２億２，６９３万２，０００円から４１３万３，０００円を

減額し、２億２，２７９万９，０００円。 

  ８款国庫支出金では、８万円から４，０００円を減額。 

  歳入合計としまして、２０億２，９５１万９，０００円から４１３万７，０００円を

減額し、２０億２，５３８万２，０００円と定めてございます。 

  歳出です。 

  １款総務費、補正前の額５，２２６万３，０００円に８７万３，０００円を追加し、

５，３１３万６，０００円。 

  ２款保険給付費では、１３億５，２５４万６，０００円から３００万１，０００円を

減額。 

  ３款国民健康保険事業費納付金では、補正はございません。 

  ５款保健事業費、３，１００万６，０００円から２００万９，０００円を減額。 

  歳出合計としまして、２０億２，９５１万９，０００円から４１３万７，０００円を

減額し、２０億２，５３８万２，０００円と定めてございます。 

  次のページをお願いします。 

  １７４ページから１７６ページの歳入歳出補正予算事項別明細書、１、総括につきま

しては、恐れ入りますが、お目通しのほどよろしくお願いいたします。 

  続きまして、１７７、１７８ページをお願いします。 

  ２、歳入です。 

  ５款繰入金、１項他会計繰入金、１目一般会計繰入金では１，１０３万６，０００円

を減額。 

  ２項基金繰入金では、１目国民健康保険基金繰入金で６９０万３，０００円を追加。 

  ８款国庫支出金、１項国庫補助金、１目出産育児一時金補助金では３万円を減額。 

  ４目総務費国庫補助金では２万６，０００円を追加。これは社会保障・税番号制度シ

ステム整備費等補助金分でございます。 

  １７９ページ、１８０ページをお願いします。 

  ３、歳出。 

  １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費では５７万６，０００円を追加。 

  ２項徴税費、１目賦課徴収費では２９万７，０００円を追加。 

  ２款保険給付費、４項出産育児諸費、１目出産育児一時金では３００万円を減額。 

  ２目審査支払手数料では１，０００円の減額。 

  １８１ページ、１８２ページをお願いします。 
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  ３款国民健康保険事業費納付金、１項医療給付費分から３項介護納付金分までは、財

源構成の変更のみで補正はございません。 

  続きまして、５款保健事業費、１項保健事業費、１目保健衛生普及費では１９０万９，

０００円を減額。主なものとしましては、１８３ページ、１８４ページのほうをお願い

します。説明欄に保健事業計画作成支援業務委託料の減額としてございます。 

  続きまして、２項特定健康診査等事業費、１目特定健康診査等事業費では１０万円の

減額となってございます。 

  なお、１８５ページ、１８６ページの給与費明細書につきましては、恐れ入りますが、

お目通しのほどよろしくお願いします。 

  以上、ご承認賜りますようよろしくお願いします。 

  続きまして、議案第２２号についてご説明申し上げます。 

  １８７ページをお願いします。 

  議案第２２号、令和５年度上富田町特別会計後期高齢者医療補正予算（第２号）。 

  令和５年度上富田町の特別会計後期高齢者医療補正予算（第２号）は、次に定めると

ころによる。 

  歳入歳出予算の補正。 

  第１条、歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ２５２万円を減額し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ３億５，３９６万４，０００円とする。 

  ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

  令和６年２月２９日提出、上富田町長奥田誠。 

  次のページをお願いします。 

  「第１表 歳入歳出予算補正」。 

  歳入。 

  ３款繰入金では、補正前の額１億９，９１７万１，０００円から２５２万円を減額し、

１億９，６６５万１，０００円としてございます。 

  歳入合計としまして、３億５，６４８万４，０００円から２５２万円を減額、３億５，

３９６万４，０００円と定めてございます。 

  歳出です。 

  １款総務費、補正前の額９３４万２，０００円から３５万円を減額し、８９９万２，

０００円。 

  ２款後期高齢者医療広域連合納付金、補正前の額３億３，２９０万５，０００円から

２１７万円を減額。 
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  歳出合計としまして、３億５，６４８万４，０００円から２５２万円を減額し、３億

５，３９６万４，０００円と定めてございます。 

  次のページをお願いします。 

  １８９ページから１９１ページの歳入歳出補正予算事項別明細書、１、総括につきま

しては、恐れ入りますが、目通しのほどよろしくお願いします。 

  続きまして、１９２、１９３ページをお願いします。 

  ２、歳入としまして、３款繰入金、１項繰入金、１目一般会計繰入金では補正前の額

１億９，９１７万１，０００円から２５２万円を減額し、１億９，６６５万１，０００

円。 

  計につきましても同額でございます。 

  １９４ページ、１９５ページをお願いします。 

  ３、歳出。 

  １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費では２２万円を減額。 

  ２項徴収費、１目徴収費では１３万円を減額。 

  ２款後期高齢者医療広域連合納付金、１項後期高齢者医療広域連合納付金、１目後期

高齢者医療広域連合納付金としまして２１７万円の減額となっております。 

  以上、ご承認賜りますようよろしくお願いします。 

○議長（大石哲雄） 

  長寿課課長、宮本君。 

○長寿課長（宮本真理） 

  私からは、議案第２３号についてご説明いたします。 

  議案第２３号、令和５年度上富田町特別会計介護保険補正予算（第３号）。 

  令和５年度上富田町の特別会計介護保険補正予算（第３号）は、次に定めるところに

よる。 

  歳入歳出予算の補正。 

  第１条、歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ８万２，０００円を減額し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１７億２，３９５万９，０００円とする。 

  ２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

  令和６年２月２９日提出、上富田町長奥田誠。 

  次のページ、１９７ページをお願いします。 

  「第１表 歳入歳出予算補正」。 

 歳入です。 
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  ３款国庫支出金では、補正前の額から１６２万円を減額し、３億９，３１０万２，０

００円と定めています。 

  ４款支払基金交付金では、補正前の額から９８万３，０００円を減額。 

  ５款県支出金では、補正前の額から８０万９，０００円を減額。 

  ６款財産収入では、補正前の額に３万６，０００円を追加。 

  ７款繰入金では、補正前の額から４万９，０００円を減額。 

  ９款諸収入では、補正前の額に３３４万３，０００円を追加。 

  歳入合計では、補正前の額から８万２，０００円を減額し、１７億２，３９５万９，

０００円と定めています。 

  １９８ページをお願いします。 

  歳出です。 

  １款総務費では、補正前の額に７５万８，０００円を追加し、４，７２９万７，００

０円と定めています。 

  ２款保険給付費では、２９７万円を減額。 

  ４款地域支援事業費では、１４７万円を減額。 

  ６款基金積立金では、３６０万円を追加。 

  歳出合計では、補正前の額から８万２，０００円を減額し、１７億２，３９５万９，

０００円と定めております。 

  １９９ページをお願いします。 

  １９９ページから２０１ページの歳入歳出補正予算事項別明細書、１、総括につきま

しては、恐れ入りますが、お目通しくださいますようお願いします。 

  ２０２ページ、２０３ページをお願いします。 

  ２、歳入です。 

  ３款国庫支出金、１項国庫負担金、１目介護給付費負担金では５９万４，０００円を

減額。 

  ２項国庫補助金、１目調整交付金で１４万８，０００円、２目介護予防・日常生活支

援総合事業交付金で１６万７，０００円、３目包括的支援・任意事業交付金で７１万１，

０００円をそれぞれ減額しています。 

  ４款支払基金交付金、１項支払基金交付金、１目介護給付費交付金で８０万２，００

０円、２目地域支援事業交付金で１８万１，０００円をそれぞれ減額しています。 

  ５款県支出金、１項県負担金、１目介護給付費負担金では３７万１，０００円を減額。 

  ２項県補助金、１目介護予防・日常生活支援総合事業交付金では８万３，０００円を

減額。 
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  ２０４ページ、２０５ページをお願いします。 

  ２目包括的支援・任意事業交付金では３５万５，０００円を減額。 

  ６款財産収入、１項財産運用収入では３万６，０００円を追加。 

  ７款繰入金、１項一般会計繰入金、１目介護給付費繰入金では３７万１，０００円、

２目介護予防・日常生活総合事業繰入金では８万３，０００円、３目包括的支援・任意

事業繰入金では３５万５，０００円をそれぞれ減額しています。 

  ４目その他一般会計繰入金では７６万円を追加しています。 

  ９款諸収入、１項雑入、１目第三者納付金では２２９万３，０００円を追加。要介護

状態が交通事故などの第三者が原因で生じたものである場合に、その方の介護保険給付

費を国保連を通して第三者に請求し、納付されたものものとなります。 

  ３目雑入では１０５万円を追加しております。 

  ２０６、２０７ページをお願いします。 

  ３、歳出です。 

  １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費では７５万４，０００円の追加。主に

会計年度任用職員報酬２５万６，０００円を追加しております。また、介護報酬改定に

伴うシステム改修委託料３３万円を追加しております。 

  １８節負担金、補助及び交付金の第三者行為求償事務負担金７万５，０００円は、歳

入で説明しました第三者行為納入金に関連する請求事務関係の費用について、国保連に

支払うものとなります。 

  ２項徴収費、１目賦課徴収費では４，０００円を追加。 

  ２款保険給付費、１項介護サービス等諸費、１目居宅介護サービス給付費では５００

万円を減額。 

  ４項高額介護サービス等費、１目高額介護サービス費では２００万円を追加。 

  ２０８、２０９ページをお願いします。 

  ２目高額介護予防サービス費では３万円を追加。 

  ４款地域支援事業費、１項介護予防・日常生活支援事業費、１目介護予防・生活支援

サービス事業費では５０万円を、２目一般介護予防事業費では２万円をそれぞれ減額し

ています。 

  ２項包括的支援事業・任意事業費、１目地域包括支援センター運営費では３５万９，

０００円を減額。主に１目、会計年度任用職員報酬の追加と、１２目、介護予防ケアプ

ラン作成業務の業務委託料の減額によるものとなっております。 

  ２１０ページ、２１１ページをお願いします。 

  ２目任意事業費では６万２，０００円を減額。 
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  ３目社会保障充実分事業費では５２万９，０００円を減額。 

  ６款基金積立金、１項基金積立金、１目介護給付費準備基金積立金では３６０万円を

追加しています。 

  ２１２ページ、２１３ページ、給与費明細書につきましては、恐れ入りますが、お目

通しくださいますよう、お願いします。 

  以上、ご承認くださいますようよろしくお願いいたします。 

○議長（大石哲雄） 

  建設課副課長、谷本君。 

○建設課副課長（谷本和久） 

  よろしくお願いいたします。 

  私からは、議案第２４号についてご説明申し上げます。 

  ２１４ページをお願いします。 

  議案第２４号、令和５年度上富田町特別会計宅地造成事業補正予算（第３号）。 

  令和５年度上富田町の特別会計宅地造成事業補正予算（第３号）は、次に定めるとこ

ろによる。 

  歳入歳出予算の補正。 

  第１条、歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞれ３，８０４万５，０００円を減

額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億９７万４，０００円とする。 

  ２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

  令和６年２月２９日提出、上富田町長奥田誠。 

  次のページをお願いします。 

  「第１表 歳入歳出予算補正」。 

  歳入でございます。 

  １款財産収入、１項財産運用収入、補正前の額に４万６，０００円を追加し、１２万

４，０００円。 

  ２款諸収入、１項収益事業収入及び雑入、補正前の額から３，８０９万１，０００円

を減額し、１億８５万円。 

  歳入合計では、補正前の額から３，８０４万５，０００円を減額し、１億９７万４，

０００円と定めてございます。 

  歳出でございます。 

  １款宅地造成費、１項宅地造成管理費、補正前の額から３，８０４万５，０００円を

減額し、１，０５８万８，０００円。 
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  歳出合計では、補正前の額から３，８０４万５，０００円を減額し、１億９７万４，

０００円と定めてございます。 

  ２１６ページから２１８ページ、歳入歳出補正予算事項別明細書、１、総括につきま

しては、恐れ入りますが、お目通しをお願いいたします。 

  ２１９ページ、２２０ページをお願いします。 

  ２、歳入です。 

  １款財産収入、１項財産運用収入、１目利子及び配当金、補正前の額に４万６，００

０円を追加し、１２万４，０００円。 

  ２款諸収入、１項収益事業収入及び雑入、１目宅地造成事業収入、補正前の額から３，

８０９万１，０００円を減額し、９，８６８万８，０００円。 

  計としまして、補正前の額から３，８０９万１，０００円を減額し、１億８５万円と

定めてございます。 

  ３、歳出です。 

  １款宅地造成費、１項宅地造成管理費、１目宅地造成事業費、補正前の額から３，８

０４万５，０００円を減額し、１，０５８万８，０００円。 

  計としまして、補正前の額から３，８０４万５，０００円を減額し、１，０５８万８，

０００円と定めてございます。 

  以上、ご承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（大石哲雄） 

  教育委員会事務局副局長、吉田君。 

○教育委員会事務局副局長（吉田忠弘） 

  よろしくお願いいたします。 

  私からは、議案第２５号についてご説明申し上げます。 

  ２２１ページをお願いいたします。 

  議案第２５号、令和５年度上富田町特別会計奨学事業補正予算（第１号）。 

  令和５年度上富田町の特別会計奨学事業補正予算（第１号）は、次に定めるところに

よる。 

  歳入歳出予算の補正。 

  第１条、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１３３万６，０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６６９万７，０００円とする。 

  ２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

  令和６年２月２９日提出、上富田町長奥田誠。 
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  次のページをお願いいたします。 

  「第１表 歳入歳出予算補正」。 

  歳入です。 

  ２款繰越金では、補正前の額から１，０００円を減額。 

  ３款諸収入では、補正前の額に２２７万９，０００円を追加。 

  ４款繰入金では、補正前の額から９４万２，０００円を減額。 

  以上、歳入合計では、補正前の額に１３３万６，０００円を追加し、６６９万７，０

００円と定めてございます。 

  続いて、歳出です。 

  １款総務費で、補正前の額に１３３万６，０００円を追加。 

  歳出合計、補正前の額に１３３万６，０００円を追加し、６６９万７，０００円と定

めてございます。 

  次の２２３ページから２２５ページの歳入歳出補正予算事項別明細書、１、総括につ

きましては、恐れ入りますが、お目通しをお願いいたします。 

  ２２６、２２７ページをお願いいたします。 

  ２、歳入です。 

  ２款繰越金、１項繰越金、１目繰越金では１，０００円を減額。 

  ３款諸収入、１項延滞金、加算金及び過料、１目延滞金では１，０００円を減額。 

  ２項貸付金元利収入、１目奨学事業貸付金元利収入では２２８万円を追加。こちらは

繰上償還による元利収入の増となってございます。 

  ４款繰入金、１項基金繰入金、１目奨学基金繰入金では９４万２，０００円を減額。 

  次のページをお願いいたします。 

  ３、歳出です。 

  １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費では補正前の額に１３３万６，０００

円を追加。主な内訳ですが、２４節積立金、繰上償還で増えた元利収入と貸付金の減額

による余剰金を奨学基金に積み立てるものでございます。 

  以上、ご承認を賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（大石哲雄） 

  総務課副課長、目良君。 

○総務課副課長（目良大敏） 

  よろしくお願いいたします。 

  私からは、議案第２６号についてご説明いたします。 

  ２３２ページをお願いいたします。 
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  議案第２６号、令和６年度上富田町一般会計予算。 

 令和６年度上富田町の一般会計の予算は、次に定めるところによる。 

  歳入歳出予算。 

  第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ７８億４，２００万円と定める。 

  ２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。 

  債務負担行為。 

  第２条、地方自治法第２１４条の規定により債務を負担する行為をすることができる

事項、期間及び限度額は、「第２表 債務負担行為」による。 

  地方債。 

  第３条、地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債

の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第３表 地方債」による。 

  一時借入金。 

  第４条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額

は、２０億円と定める。 

  歳出予算の流用。 

  第５条、地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の

金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

  １号、各項に計上した給料、職員手当及び共済費に係る予算額に過不足を生じた場合

における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用。 

  令和６年２月２９日提出、上富田町長奥田誠。 

  次のページをお願いいたします。 

  第１表につきましては、款の項目と金額のみを読み上げます。項の項目と金額につき

ましては、恐れ入りますが、お目通しいただきますようお願いいたします。 

  「第１表 歳入歳出予算」。 

  歳入です。 

  １款町税では２０億２，８４７万５，０００円と定めています。 

  ２款地方譲与税では７，６１９万円。 

  ３款利子割交付金では１００万円。 

  ４款配当割交付金では１，２００万円。 

  ５款株式等譲渡所得割交付金では８００万円。 

  ６款法人事業税交付金では２，０００万円。 

  ７款地方消費税交付金では３億４，０００万円。 
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  ８款ゴルフ場利用税交付金では１，０００万円。 

  ９款環境性能割交付金では８４１万５，０００円。 

  １０款地方特例交付金では２，０００万円。 

  次のページをお願いいたします。 

  １１款地方交付税では２１億４，０００万円。 

  １２款交通安全対策特別交付金では１２０万円。 

  １３款分担金及び負担金では１，１８２万８，０００円。 

  １４款使用料及び手数料では１億２，３１６万１，０００円。 

  １５款国庫支出金では９億３，０６４万８，０００円。 

  １６款県支出金では６億２，３９９万８，０００円。 

  １７款財産収入では２，９６３万円。 

  １８款寄付金では３億４１０万円。 

  １９款繰入金では５億２，５２４万１，０００円。 

  ２０款繰越金では１，０００万円。 

  ２１款諸収入では２億２４１万４，０００円。 

  ２２款町債では４億１，５７０万円。 

  以上、歳入合計では、７８億４，２００万円と定めております。 

  次のページをお願いいたします。 

  歳出です。 

  １款議会費では８，８１８万７，０００円と定めています。 

  ２款総務費では１１億６，００２万５，０００円。 

  ３款民生費では２６億１，３５０万５，０００円。 

  ４款衛生費では８億３，９０５万４，０００円。 

  ５款農林水産業費では２億４，８１４万１，０００円。 

  ６款商工費では３億５０万４，０００円。 

  ７款土木費では７億５５６万２，０００円。 

  ８款消防費では２億４，１９５万４，０００円。 

  ９款教育費では１０億４，９０７万６，０００円。 

  １０款災害復旧費では５１０万円。 

  １１款公債費では５億８，０８９万２，０００円。 

  １２款予備費では１，０００万円。 

  以上、歳出合計では、７８億４，２００万円と定めています。 

  次のページをお願いいたします。 
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  「第２表 債務負担行為」です。 

  消防業務委託料（消防指令業務共同運用事業）、期間は令和７年度まで、限度額を１

億６，２００万円と定めております。こちらは消防指令業務に係る指令システム、消防

救急デジタル無線の更新に係る債務負担行為でございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  「第３表 地方債」です。 

  １、災害援護資金では、限度額を３５０万円と定めております。 

  ２、福祉施設整備事業では、限度額を９６０万円。 

  ３、道路橋梁等整備事業では、限度額を４，３７０万円。 

  ４、消防施設整備事業では、限度額を３，３９０万円。 

  ５、公民館整備事業では、限度額を３億５００万円。 

  ６、臨時財政対策債では、限度額を２，０００万円。 

  合計では、４億１，５７０万円と定めております。起債の方法、利率、償還の方法に

つきましては、恐れ入りますが、お目通しをお願いいたします。 

  次のページの歳入歳出予算事項別明細書、１、総括以降最後のページまでは、恐れ入

りますが、お目通しいただきますようお願いいたします。 

  以上が今回の予算の内容となります。何とぞご承認いただきますようよろしくお願い

いたします。 

○議長（大石哲雄） 

  １３時３０分まで昼食休憩といたします。 

───────────── 

休憩 午前１１時２７分 

───────────── 

再開 午後 １時２７分 

───────────── 

○議長（大石哲雄） 

  再開します。 

  午前中に引き続き、提案理由の説明を求めます。 

  住民課課長、瀬田君。 

○住民課長（瀬田和哉） 

  よろしくお願いします。 

  私からは、議案第２７号及び２８号について説明させていただきます。 

  ３９７ページのほうをよろしくお願いします。 
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  議案第２７号、令和６年度上富田町特別会計国民健康保険事業予算。 

  令和６年度上富田町の特別会計国民健康保険事業の予算は、次に定めるところによる。 

  歳入歳出予算。 

  第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１９億４，９０３万５，０００円

と定める。 

  ２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。 

  一時借入金。 

  第２条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額

は、２億円と定める。 

  歳出予算の流用。 

  第３条、地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の

金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

  １、各項に計上した給料、職員手当及び共済費に係る予算額に過不足を生じた場合に

おける同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用。 

  ２、保険給付費の各項に計上された予算額に過不足を生じた場合における同一款内で

のこれらの経費の各項の間の流用。 

  令和６年２月２９日提出、上富田町長奥田誠。 

  ３９８ページをお願いします。 

  「第１表 歳入歳出予算」。 

  歳入。 

  １款国民健康保険税としまして３億７，１２０万円。 

  ２款使用料及び手数料で１万円。 

  ３款県支出金１３億４，９７２万３，０００円。 

  ４款財産収入で１４万４，０００円。 

  ５款繰入金としまして２億２，１９３万８，０００円。 

  ６款繰越金１万円。 

  ７款諸収入６０１万円。 

  歳入合計としまして、１９億４，９０３万５，０００円と定めてございます。 

  ３９９ページをお願いします。 

  歳出です。 

  １款総務費としまして５，１３６万８，０００円。 

  ２款保険給付費で１３億２，８２７万６，０００円。 
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  ３款国民健康保険事業費納付金としまして５億３，７８２万円。 

  ４款保健事業費で２，７６７万７，０００円。 

  ５款基金積立金で１４万４，０００円。 

  ６款公債費で７５万円。 

  ７款諸支出金で２００万円。 

  ４００ページをお願いします。 

  ８款予備費で１００万円。 

  歳出合計としまして、１９億４，９０３万５，０００円と定めてございます。 

  ４０１ページをお願いします。 

  歳入歳出予算事項別明細書、１、総括から最終４２９ページまでにつきましては、恐

れ入りますが、お目通しのほどよろしくお願いします。 

  以上、ご承認賜りますようよろしくお願いします。 

  続きまして、議案第２８号について説明させていただきます。 

  ４３０ページをお願いします。 

  議案第２８号、令和６年度上富田町特別会計後期高齢者医療予算。 

  令和６年度上富田町の特別会計後期高齢者医療の予算は、次に定めるところによる。 

  歳入歳出予算。 

  第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ３億７，１２８万円と定める。 

  ２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。 

  一時借入金。 

  第２条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額

は、５，０００万円と定める。 

  歳出予算の流用。 

  第３条、地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の

金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

  １、各項に計上した給料、職員手当及び共済費に係る予算額に過不足を生じた場合に

おける同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用。 

  令和６年２月２９日提出、上富田町長奥田誠。 

  ４３１ページをお願いします。 

  「第１表 歳入歳出予算」。 

  歳入。 

  １款保険料としまして１億５，９２８万２，０００円。 
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  ２款使用料及び手数料で１，０００円。 

  ３款繰入金としまして２億１，０６８万５，０００円。 

  ４款繰越金で１万円。 

  ５款諸収入としまして１３０万２，０００円。 

  歳入合計としまして、３億７，１２８万円と定めてございます。 

  ４３２ページをお願いします。 

  歳出です。 

  １款総務費で９６３万円。 

  ２款後期高齢者医療広域連合納付金で３億５，８２４万８，０００円。 

  ３款保健事業費としまして３１１万４，０００円。 

  ４款公債費としまして１８万８，０００円。 

  ５款諸支出金１０万円。 

  歳出合計としまして、３億７，１２８万円と定めてございます。 

  ４３３ページをお願いします。 

  歳入歳出予算事項別明細書、１、総括から最終４４６ページまでにつきましては、恐

れ入りますが、お目通しのほどよろしくお願いします。 

  以上、ご承認賜りますようよろしくお願いします。 

○議長（大石哲雄） 

  長寿課課長、宮本君。 

○長寿課長（宮本真理） 

  私からは、議案第２９号についてご説明いたします。 

  ４４７ページをお願いします。 

  議案第２９号、令和６年度上富田町特別会計介護保険予算。 

  令和６年度上富田町の特別会計介護保険の予算は、次に定めるところによる。 

  歳入歳出予算。 

  第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１６億９，７０９万２，０００円

と定める。 

  ２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。 

  一時借入金。 

  第２条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額

は、２億円と定める。 

  歳出予算の流用。 
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  第３条、地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の

金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

  １号、各項に計上した給料、職員手当及び共済費に係る予算額に過不足を生じた場合

における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用。 

  ２号、保険給付費の各項に計上された予算額に過不足を生じた場合における同一款内

でのこれらの経費の各項の間の流用。 

  令和６年２月２９日提出、上富田町長奥田誠。 

  次のページ、４４８ページをお願いします。 

  「第１表 歳入歳出予算」。 

  歳入です。 

  １款保険料では３億４，１６０万円と定めています。 

  ２款使用料及び手数料で１，０００円。 

  ３款国庫支出金で３億８，５９６万１，０００円。 

  ４款支払基金交付金で４億３，３９０万９，０００円。 

  ５款県支出金で２億３，４２３万９，０００円。 

  ６款財産収入で８万１，０００円。 

  ７款繰入金で２億９，０９４万８，０００円。 

  ８款繰越金で１万円。 

  ９款諸収入で１，０３５万３，０００円。 

  歳入合計では、１６億９，７０９万２，０００円と定めています。 

  ４４９ページをお願いします。 

  歳出です。 

  １款総務費では４，４０４万７，０００円と定めています。 

  ２款保険給付費で１５億４，０６２万円。 

  ３款公債費で１５０万円。 

  ４款地域支援事業費で１億１，０３４万４，０００円。 

  ５款諸支出金で５０万円。 

  ６款基金積立金で８万１，０００円。 

  歳出合計では、１６億９，７０９万２，０００円と定めています。 

  ４５０ページ、歳入歳出予算事項別明細書、１、総括から最終４８２ページまでは、

恐れ入りますが、お目通しのほどよろしくお願いいたします。 

  以上、ご承認のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（大石哲雄） 
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  建設課副課長、谷本君。 

○建設課副課長（谷本和久） 

  よろしくお願いいたします。 

  私からは、議案第３０号についてご説明申し上げます。 

  ４８３ページをお願いします。 

  議案第３０号、令和６年度上富田町特別会計宅地造成事業予算。 

  令和６年度上富田町の特別会計宅地造成事業の予算は、次に定めるところによる。 

  歳入歳出予算。 

  第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ４，９４４万２，０００円と定め

る。 

  ２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。 

  一時借入金。 

  第２条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額

は、３，０００万円と定める。 

  歳出予算の流用。 

  第３条、地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の

金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

  １号、各項に計上した給料、職員手当及び共済費に係る予算額に過不足を生じた場合

における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用。 

  令和６年２月２９日提出、上富田町長奥田誠。 

  次のページをお願いします。 

  「第１表 歳入歳出予算」。 

  歳入でございます。 

  １款財産収入１２万２，０００円。 

  ２款諸収入４，９３２万円。 

  歳入合計では、４，９４４万２，０００円と定めてございます。 

  歳出でございます。 

  １款宅地造成費４，８９９万２，０００円。 

  ２款公債費４５万円。 

  歳出合計では、４，９４４万２，０００円と定めてございます。 

  ４８５ページをお願いします。 

  歳入歳出予算事項別明細書、１、総括から最終の４９４ページにつきましては、恐れ
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入りますが、お目通しのほどよろしくお願いいたします。 

  以上、ご承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（大石哲雄） 

  教育委員会事務局副局長、吉田君。 

○教育委員会事務局副局長（吉田忠弘） 

  よろしくお願いいたします。 

  私からは、議案第３１号についてご説明を申し上げます。 

  ４９５ページをお願いいたします。 

  議案第３１号、令和６年度上富田町特別会計奨学事業予算。 

  令和６年度上富田町の特別会計奨学事業の予算は、次に定めるところによる。 

  歳入歳出予算。 

  第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ５４３万３，０００円と定める。 

  ２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。 

  令和６年２月２９日提出、上富田町長奥田誠。 

  次のページをお願いいたします。 

  「第１表 歳入歳出予算」。 

  歳入でございます。 

  １款財産収入１，０００円。 

  ２款繰越金１，０００円。 

  ３款諸収入で４６０万９，０００円。 

  ４款繰入金で８２万２，０００円。 

  歳入合計を５４３万３，０００円と定めてございます。 

  歳出でございます。 

  １款総務費５４３万３，０００円。 

  歳出合計を５４３万３，０００円と定めてございます。 

  なお、次のページの歳入歳出予算事項別明細書、１、総括から最終の５０４ページに

つきましては、恐れ入りますが、お目通しをいただきますようお願いいたします。 

  以上、ご承認賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（大石哲雄） 

  税務課長、芝君。 

○税務課長（芝 健治） 

  よろしくお願いいたします。 
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  私からは、議案第３２号についてご説明いたします。 

  ５０５ページをお願いいたします。 

  議案第３２号、令和６年度上富田町特別会計朝来財産区予算。 

  令和６年度上富田町の特別会計朝来財産区の予算は、次に定めるところによる。 

  歳入歳出予算。 

  第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１，１５９万円と定める。 

  ２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。 

  令和６年２月２９日提出、上富田町朝来財産区管理者、上富田町長奥田誠。 

  次のページをお願いいたします。 

  「第１表 歳入歳出予算」。 

  歳入でございます。 

  １款財産収入４４０万８，０００円と定めてございます。 

  ２款繰越金は１万円。 

  ３款繰入金は７１７万２，０００円。 

  歳入合計としまして、１，１５９万円と定めてございます。 

  歳出でございますが、１款委員会費は９７万２，０００円。 

  ２款総務費１，０６１万８，０００円。 

  歳出合計としまして、１，１５９万円と定めてございます。 

  次の５０７ページ、歳入歳出予算事項別明細書、１、総括から最終５１４ページの給

与費明細書につきましては、恐れ入りますが、お目通しのほどよろしくお願いいたしま

す。 

  以上、ご承認賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（大石哲雄） 

  上下水道課課長、谷本君。 

○上下水道課長（谷本 誠） 

  よろしくお願いします。 

  私からは、議案第３３号についてご説明申し上げます。 

  ５１５ページをお願いします。 

  議案第３３号、令和６年度上富田町水道事業会計予算。 

  総則。 

  第１条、令和６年度上富田町水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。 

  業務の予定量。 
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  第２条、業務の予定量は、次のとおりとする。 

  １、給水戸数７，４００戸。２、年間総配水量６６４万立方メートル。３、１日平均

配水量１万８，２００立方メートル。４、主要な建設改良事業の概要、配水設備改良事

業費３億９２万円。 

  次のページをお願いします。 

  収益的収入及び支出。 

  第３条、収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

  収入。 

  第１款水道事業収益５億２，９８４万４，０００円。第１項営業収益４億８，０３２

万５，０００円。第２項営業外収益４，９５１万７，０００円。第３項特別利益２，０

００円。 

  支出。 

  第１款水道事業費用５億３，０５９万４，０００円。第１項営業費用４億９，４５１

万２，０００円。第２項営業外費用３，３０８万１，０００円。第３項特別損失１，０

００円。第４項予備費３００万円。 

  次のページをお願いします。 

  資本的収入及び支出。 

  第４条、資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

  資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額２億６，００８万２，０００円は、過

年度分損益勘定留保資金１億７，３７４万９，０００円、当年度分消費税及び地方消費

税資本的収支調整額２，７２４万１，０００円、減債積立金５，９０９万２，０００円

で補塡するものとする。 

  収入。 

  第２款資本的収入１億３３０万円。第１項工事負担金４００万円。第２項他会計負担

金３０万円。第３項企業債９，９００万円。 

  支出。 

  第２款資本的支出３億６，３３８万２，０００円。第１項建設改良費３億１４２万円。

第２項企業債償還金５，９０９万２，０００円。第３項有形固定資産２８７万円。 

  次のページをお願いします。 

  債務負担行為。 

  第５条、債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額は、次のとおりと定

める。 

  事項、荒堀受水地外ポンプ設備等更新工事、期間、令和７年度まで、限度額、１億円。 
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  企業債。 

  第６条、起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定

める。 

  起債の目的、中央監視システム更新工事、限度額、９，９００万円。起債の方法、利

率、償還の方法につきましては、恐れ入りますが、お目通しのほどよろしくお願いいた

します。 

  次のページをお願いします。 

  一時借入金。 

  第７条、一時借入金の限度額は、５億円と定める。 

  予定支出の各項の経費の金額の流用。 

  第８条、予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと

定める。 

  営業費用と営業外費用との相互の流用。 

  議会の議決を経なければ流用することのできない経費。 

  第９条、次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流

用し、またはそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なけ

ればならない。 

  職員給与費５，６９４万３，０００円。 

  たな卸資産購入限度額。 

  第１０条、たな卸資産の購入限度額は、１，５００万円と定める。 

  令和６年２月２９日提出、上富田町長奥田誠。 

  なお、５２０ページから最終５４９ページにつきましては、恐れ入りますが、お目通

しのほどよろしくお願いいたします。 

  以上、ご承認賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（大石哲雄） 

  上下水道課副課長、陸平君。 

○上下水道課副課長（陸平将史） 

  よろしくお願いします。 

  私からは、議案第３４号をご説明いたします。 

  ５５０ページをお願いします。 

  議案第３４号、令和６年度上富田町下水道事業会計予算。 

  総則。 

  第１条、令和６年度上富田町下水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。 
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  業務の予定量。 

  第２条、業務の予定量は、次のとおりとする。 

  １、水洗化戸数２，８００戸。２、年間有収水量７４万５，７００立方メート。３、

一日平均有収水量２，０００立方メートル。４、主要な建設改良事業の概要、管渠改良

事業費１８０万円。 

  次のページをお願いします。 

  収益的収入及び支出。 

  第３条、収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

  なお、営業費用中委託料及び賃借料６３６万９，０００円の財源に充てるため、企業

債６２０万円を借り入れる。 

  収入。 

  第１款公共下水道事業収益２億１，３６３万４，０００円。第１項営業収益５，４０

２万５，０００円。第２項営業外収益１億５，９６０万８，０００円。第３項特別利益

１，０００円。 

  第２款農業集落排水事業収益２億６，２３１万４，０００円。第１項営業収益６，４

５１万円。第２項営業外収益１億９，７８０万３，０００円。第３項特別利益１，００

０円。 

  次のページをお願いします。 

  支出。 

  第１款公共下水道事業費用２億１，３１３万４，０００円。第１項営業費用１億８，

８５４万６，０００円。第２項営業外費用２，４５８万７，０００円。第３項特別損失

１，０００円。 

  第２款農業集落排水事業費用２億６，２３０万円。第１項営業費用２億４，７７８万

９，０００円。第２項営業外費用１，４５１万円。第３項特別損失１，０００円。 

  次のページをお願いします。 

  資本的収入及び支出。 

  第４条、資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

  資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額１億２，３４７万３，０００円は、引

継金５，０６７万５，０００円、過年度分損益勘定留保資金８０８万６，０００円、当

年度分損益勘定留保資金６，４７１万２，０００円で補塡するものとする。 

  収入。 

  第１款公共下水道事業資本的収入５，５２５万１，０００円。第１項補助金１，６８

４万６，０００円。第２項他会計出資金３，８４０万５，０００円。 



－ 56 － 

  第２款農業集落排水事業資本的収入４，９６６万６，０００円。第１項補助金４１０

万４，０００円。第２項他会計出資金４，５５６万２，０００円。 

  次のページをお願いします。 

  支出。 

  第１款公共下水道事業資本的支出１億１，９４９万６，０００円。第１項建設改良費

８９万４，０００円。第２項企業債償還金１億１，８６０万２，０００円。 

  第２款農業集落排水事業資本的支出１億８８９万４，０００円。第１項建設改良費２

９０万円。第２項企業債償還金１億５９９万４，０００円。 

  次のページをお願いします。 

  企業債。 

  第５条、起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定

める。 

  起債の目的、公営企業会計適用債。限度額、６２０万円。起債の方法、利率、償還の

方法につきましては、お目通しのほどよろしくお願いします。 

  一時借入金。 

  第６条、一時借入金の限度額は、２億円と定める。 

  予定支出の各項の経費の金額の流用。 

  第７条、予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと

定める。 

  営業費用と営業外費用との相互の流用。 

  次のページをお願いします。 

  議会の議決を経なければ流用することのできない経費。 

  第８条、次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流

用し、またはそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なけ

ればならない。 

  職員給与費１，８０２万円。 

  他会計からの補助金。 

  第９条、下水道事業運営のため、一般会計からこの会計へ補助を受ける金額は、１億

９，５５６万９，０００円である。 

  令和６年２月２９日提出、上富田町長奥田誠。 

  なお、５５７ページから最終５８８ページにつきましては、恐れ入りますが、お目通

しのほどよろしくお願いいたします。 

  以上、ご承認賜りますようよろしくお願いいたします。 
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○議長（大石哲雄） 

  総務課課長、十河君。 

○総務課長（十河貴子） 

  それでは、議案第３５号につきまして説明させていただきます。 

  議案書５８９ページをお願いいたします。 

  議案第３５号、物品購入変更契約の締結について。 

  物品購入変更契約を締結することについて、地方自治法第９６条第１項第８号及び議

会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第３条の規定に基づき、

議会の議決を求める。 

 記。 

  １、契約の目的。令和５年度第１号、非常備消防事業、消防ポンプ自動車購入。 

  ２、契約金額。変更前一金２，２９５万３，９５０円、変更後一金２，３１７万３，

９５０円（一金２２万円増）。 

  ４、契約の相手方。和歌山県西牟婁郡上富田町朝来１４０７番地の４、和歌山日野自

動車株式会社田辺支店、支店長田中勝則。 

  令和６年２月２９日提出、上富田町長奥田誠。 

  提案理由といたしまして、旧車両の下取りを取りやめることにより、契約金額に変更

が生じるためでございます。 

  参考資料として、５９０ページに物品購入変更仮契約書の写しを添付してございます。 

  ５９１ページに変更契約の概要がございます。５９１ページをお願いいたします。 

  物品購入変更契約の概要でございます。 

  変更の内容といたしましては、消防ポンプ自動車１台購入に係る旧車両の下取りを取

りやめます。旧車両は、第４分団消防ポンプ自動車でございます。 

  ２、変更の理由といたしましては、上富田スポーツセンターの公園に設置している消

防車両の老朽化に伴い、下取り車両としていた第４分団消防ポンプ自動車を代わりに設

置するためでございます。 

  以上でございます。ご承認賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

○議長（大石哲雄） 

  建設課副課長、谷本君。 

○建設課副課長（谷本和久） 

  よろしくお願いいたします。 

  私からは、議案第３６号と議案第３７号についてご説明申し上げます。 

  ５９２ページをお願いします。 
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  議案第３６号、町道路線の認定について。 

  別紙のとおり町道路線を認定することについて、議会の議決を求める。 

  令和６年２月２９日提出、上富田町長奥田誠。 

  理由でございます。道路法第８条第２項の規定に基づき、別紙町道路線の認定につい

て議会の議決を求めるため、本案を提出する。 

  次のページをお願いします。 

  町道路線認定調書。 

  ３０路線ありますので、路線番号、路線名、延長のみご説明いたします。 

  路線番号１２６１、大沼新川１号支線、延長５０．９メートル。 

  路線番号１２６２、大沼新川２号支線、延長３５メートル。 

  路線番号１２６３、大坪２号線、延長２４．１メートル。 

  路線番号１２６４、大坪３号線、延長１０７．９メートル。 

  路線番号１２６５、大坪３号支線、延長１７．９メートル。 

  路線番号１２６６、トビノ上村２号支線、延長２２．６メートル。 

  路線番号１２６７、岩崎旭支線、延長１７．５メートル。 

  路線番号１２６８、金屋六前１号支線、延長１０６．６メートル。 

  路線番号１２６９、金屋２号１号支線、延長７２メートル。 

  路線番号１２７０、金屋２号２号支線、延長２８．１メートル。 

  路線番号１２７１、下生馬支線、延長６４．４メートル。 

  路線番号１２７２、金屋沖之芝１号支線、延長２０．６メートル。 

  路線番号１２７３、金屋沖之芝２号支線、延長８３メートル。 

  路線番号１２７４、金屋六前２号支線、延長２６メートル。 

  路線番号２１４２、大山前支線、延長３７．２メートル。 

  路線番号２１４３、立平大山前１号支線、延長８１．５メートル。 

  路線番号２１４４、はるかぜ１号支線、延長３１メートル。 

  路線番号２１４５、井ノ谷２号線、延長６８メートル。 

  路線番号２１４６、芝山支線、延長８８メートル。 

  路線番号４０５５、殿田１号支線、延長３４．５メートル。 

  路線番号４０５６、殿田西１号支線、延長４８メートル。 

  路線番号４０５７、殿田西２号支店、延長１８メートル。 

  路線番号４０５８、岩崎本郷１号支線、延長９１メートル。 

  路線番号４０５９、殿田２号線、延長５５メートル。 

  路線番号４０６０、殿田２号支線、延長５０．３メートル。 



－ 59 － 

  路線番号５０６５、南紀ノ台６３号線、延長６１メートル。 

  路線番号５０６６、南紀ノ台６４号線、延長２９．１メートル。 

  路線番号５０６０、南紀ノ台６５号線、延長５３．５１メートル。 

  路線番号５０６８、南紀ノ台６６号線、延長１３４．３５メートル。 

  路線番号５０６９、南紀ノ台６７号線、延長１７８メートル。 

  以上３０路線で、延長は１，７３５．０６メートルになります。 

  次のページからは、参考資料として認定路線調書と認定路線位置図を添付しています

ので、恐れ入りますが、お目通しいただきますようよろしくお願いいたします。 

  本議案は、令和４年度から道路台帳の見直しを行っており、今回、民間で宅地造成及

び開発された道路のうち、本町に寄附された３０路線の町道認定をお願いするものでご

ざいます。 

  何とぞご承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

  続きまして、議案第３７号についてご説明申し上げます。 

  ６２６ページをお願いします。 

  議案第３７号、町道路線の変更について。 

  別紙のとおり町道路線を変更することについて、議会の議決を求める。 

  令和６年２月２９日提出、上富田町長奥田誠。 

  理由でございます。 

  道路法第１０条第２項の規定に基づき、別紙町道路線の変更について議会の議決を求

めるため、本案を提出する。 

  次のページをお願いします。 

  町道路線変更調書。 

  路線番号１１３４、沖野芝線、延長２４９．７４メートルから２８３．７４メートル

となり、３４メートルの追加になります。 

  次のページからは、参考資料として変更路線調書と変更路線位置図を添付しています

ので、６３０ページの変更路線位置図をお願いします。 

  場所につきましては、県道上富田すさみ線から庁舎前を通って保健センターまでの道

路になり、終点位置を３４メートル延長するものです。 

  なお、参考としまして、今回上程した町道路線の認定と変更で１，７６９．０６メー

トルの追加となり、町道の総延長は２２３．９９キロメートル、町道路線につきまして

は６７１路線となります。 

  何とぞご承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（大石哲雄） 
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  以上をもって日程第３９までの提案理由の説明を終わります。 

  お諮りします。 

  ただいま議題となっております日程第２８ 議案第２６号、令和６年度上富田町一般

会計予算から日程第３６ 議案第３４号、令和６年度上富田町下水道事業会計予算まで

の９件については、委員会条例第５条の規定に基づき、１１人をもって構成する予算審

査特別委員会を設置し、これに付託の上審査することにしたいと思います。 

  これにご異議ございませんか。 

（｢異議なし」の声あり） 

○議長（大石哲雄） 

  異議なしと認めます。 

  よって、議議案第２６号から議案第３４号につきましては、予算審査特別委員会を設

置し、これに付託の上審査することに決定いたしました。 

  ただいま設置されました予算審査特別委員会の委員の選任につきましては、委員会条

例第７条第３項の規定に基づき、議長を除く全議員を指名いたしますのでよろしくお願

いいたします。 

  暫時休憩といたしますので、委員会を開催していただき、委員長、副委員長の互選を

お願いします。暫時休憩します。 

───────────── 

休憩 午後 ２時１１分 

───────────── 

再開 午後 ２時３４分 

───────────── 

○議長（大石哲雄） 

  再開します。 

  予算審査特別委員会委員長、副委員長の互選をしていただきましたので、報告いたし

ます。 

  委員長に、８番、中井議員。副委員長に、７番、家根谷議員が就任されました。 

  委員長はじめ委員の皆さん、大変ご苦労さまですが、よろしくお願いいたします。 

─────────────────────────────────────────── 

△延  会 

○議長（大石哲雄） 

  お諮りします。 

  本日の会議はこの程度にとどめ、延会したいと思います。 
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  これにご異議ございませんか。 

（｢異議なし」の声あり） 

○議長（大石哲雄） 

  異議なしと認めます。 

  よって、本日はこれにて延会することに決しました。 

  次回は３月６日、午前９時００分となっておりますので、ご参集をお願いいたします。 

  ありがとうございました。 

 

延会 午後２時３５分 


